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「京都大学の百年J （総集編）をまとめるにあたって

本冊子は， 「京都大学の百年」として 『京大広報』No.471 (1994年 9 月15日）からNo.518 (1997年11月）まで

合計27回にわたって連載された文章をまとめた も のある。 「京都大学の百年」は， 京都大学創立百周年記念事

業の一環として 『京都大学百年史』 が編纂されるにあたって， 関係史料収集の過程で明らかになってきた事実

や京大の歴史に関するエ ピ ソ ー ドなどを， 広く京大の構成員に知って も らい， 合わせてr百年史』の編纂に も

関心を持っても らおうとして始めた も のであった。 執筆には百年史編集委員会の専門委員があたった （個々の

文章の執筆者は次の執筆者一覧表参照）。

今回， 広報委員会よりのご提案をうけ， 連載終了を機会に「京都大学の百年」を総集編として一冊にまとめ

ることとなった。 連載時とくらべ， 大まかな時代順に文章を並べなおしたほか， 文章表現についても 執筆者が

若干の修正を行った。 改めてまとまった形でこれらの文章をお読みいただき， 京大の歴史について興味を持つ

ていただければ幸いである。

なお， 倉lj立百周年記念式典に合わせて百年史編集委員会ではr京都大学百年史』部局史編 （全3巻）， 『京都

大学百年史 写真集』， および小冊子r京大百年』 を刊行した。 本冊子 も 含め， それぞれの刊行物が独自の視

点から京都大学百年の歴史を記述しており， これらの刊行物 も ぜひお読みいただくことをお願いする次第であ

る。

1997年11月

百年史編集委員会委員

百年史編集史料室 西 山 イ申
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－京都大学の百年一 執筆者一覧表

百年史編集委員会委員

第 1 回 94. 9. 15 「学内における記念植樹について」 西 山 伸

第 2 回 94. 10. 15 「京大の創立と「日出新聞」」 宮 本 盛太郎

第 3回 94. 11. 15 「明治の授業料」 海 原 徹

第4 回 94. 12. 15 「岡田良平総長と法科大学J 伊 藤 孝 夫

第 5回 95. 1. 15 「荒木寅三郎総長の宣誓式告辞」 嘱 波 護

第 6回 95. 2. 15 「朝永三十 郎の見た京大の学風」 筒 井 清 忠

第 7 回 95. 3 . 15 「戦前の京大における博士学位」 服 部 春 彦

． 第 8 回 95. 4. 15 「吉田キャンパスへの道」 高 橋 康 夫

第 9 回 95. 5. 15 「r史料神陵史』と舎密局 ～三高資料」 西 山 伸

第1 0回 95. 6. 15 「瀧川文庫にある京大 （瀧J 11）事件関係

記事のスクラップブック」 宮 本 盛太郎

第1 1回 95. 9. 15 「敗戦と京都帝国大学同学会」 伊 藤 之 雄

第 1 2回 95. 10. 15 「京都大学キャンパスの創設」 加 藤 邦 男

第 1 3回 95. 11 .15 「学長と総長のいずれが正しい職名なのか」 海 原 徹

第 14回 95. 12. 15 「草創期学生運動の群像」 伊 藤 孝 夫

第 1 5回 96. 1. 15 「京都帝国大学以文会と学生集会所」 稿 波 護

第16回 96. 2. 15 「京大論の構図」 筒 井 清 忠

第1 7回 96. 4 「昭和初期京大の入学試験」 服 部 春 彦

第1 8回 96. 5 「京大キャンパスと地域文化財」 高 橋 康 夫

． 第1 9回 96. 6 「『漫画日記』 に見る京大」 佐々木 丞 平

第2 0回 96. 8 「創立期の陸上競技運動会」 西 山 伸

第2 1回 96. 10 「京都帝国大学における祝日の変遷」 II 

第2 2回 96. 12 「京都帝国大学における祝日の変遷（続）」 II 

第23回 97. 2 「京都帝国大学の創立と第三高等学校

一一つの史料から一」 II 

第24回 97. 4 「京大における中庭J II 

第25回 97. 6 「倉lj立記念事業の歴史J II 

第26回 97. 8 「「京都大学」設置の構想、と九鬼隆一」 II 

第2 7回 97. 11 「創立期京大の「大学自治」」 II 
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吉田キャンパスへの道

京都大学本部構内， とくに時計台をめ ざすアプ

ローチの大詰めは， 東大路通りと東一条通り， そし

て白川道の交差点から東へ進むことになる。 正面に

朱塗りの鳥居と石燈籍， 緑の松並木， 吉田山， さら

に大文字， 知意ケ掛と， いかにも京都らしい景観を

眺めながら左に折れ， 明治26年 (1893）に第三高等

中学校表門として建てられた正門を入る。 この正門

前の道路は， 東一条交差点の東南角の石碑が「吉田

神社参道」と表示するようにもともと吉田神社の参

道なのである。 碑文が「京都帝国大学総長松井元興

書」であるのは， アプローチ道路を共用する吉田神

社と京都大学との歴史的なかかわりを象徴している

ようである。

吉田神社は， 平安時代の貞観年中 （859 ～877)

に， 吉田二本松町つまり総合人間学部のあたりに創

建され， 現在地に移ったのは応仁の乱が終わってま

もない文明年中 （1469 ～87）のことという。 まず神

楽岡東南の地に斎場所太元宮が， ついでその北方の

地に春日造の本殿が4棟ならぶ本社がたてられたら

しい。 しかし江戸時代においては， 吉田社といえ

ば， 斎場所太元宮のことであり， 一方， 春日造社殿

のある一郭は 「春日社」と呼びならわしていた。

ちなみに太元宮は， 日本全国の天神地祇八百万神

を合わせまつり， ひろく人々の崇敬をあつめてい

た。 現在の建築は慶長6年 (160 1）の再建で， 八角

円堂に草葺の入母屋造の屋根をのせた， きわめてめ

ずらしい姿をしており， 国の重要文化財に指定され

ている。

このような社殿の構成を反映して参詣のための道

も二筋ある。 太元宮に通じる南参道と， 春日社にい

たる「吉田神社参道」 ， すなわち表参道である。

16世紀前半の格中洛外図扉風には， このころ「春

日の馬場」とよばれた表参道が描かれている。 神木

である松のみごとな並木は， 現在の景観の原形とい

うことができょう。

しかし， 実際に参詣人の往来の多かったのは， 吉

田村の中心道路でもある南参道であった。 『拾遺都

名所図会』（天明 7 年 （1787） ）では南参道の景観を

大きく取り上げ， 西端にある門と緋形， 広い道に

沿ってならぶ社家， 太元宮や春日社の景観をリアノレ
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に描いている。

附属図書館が所蔵する洛中格外絵図 （天明6年

(1786） ） は， 京大工頭中井家が作成した， 当時と

しては正確な絵地図であるが， それによると， 春日

の馬場の南に接して， もう一筋の道が描かれてい

る。 新しい参道が整備されたらしく， このため 「北

の馬場」， 「南の馬場Jと区別されるようになった。

南の馬場の東端にみえる鳥居は， 今の二の鳥居にあ

たるものであろう。 なお， 南参道に鳥居がないの

は， 参詣路としても日常生活の上でも大きな意味を

もったことからすると不可思議に思える。

さて， 北の馬場と南の馬場が一つの道になり， し ． 
かも「表」の参道と位置 付けられるようになる変化

は， いつ， どうしておこったのであろうか。 その背

景には， 幕末の京都がひさしぶりに政治権力闘争の

場となったことがあった。 文久3年 (1863）春3月

にはおよそ200 年ぶりに将軍の上洛が行われ， 8月

には公武合体派のクーデターにより尊壌派が追放さ

れ， そして翌 元治元年 （1864) 7 月には蛤御門の

変， そして「鉄砲焼き」とよばれた大火災が勃発し

た。 幸か不幸か， 京都はふたたび政治都市になった

のである。

政治抗争の中で土佐藩， 長州、｜藩， 薩摩藩に伍して

しだいに頭角を現してきたのが， 御三家の一つ， 徳

川慶勝の尾張藩であった。 元治元年 (1864 ）， 尾張

藩は以前からあった下京天神山町の屋敷とは別に，

新たに百万遍知思寺の南に広大な屋敷を構えた。 こ

れが元治元年 (1864 ）の「大成京細見絵図」にみえ

る「尾州殿ヤシキ」であり， この屋敷地が第三高等

中学校をへて， 京都帝国大学， そして京都大学の本

部構内敷地としてひきつがれたのである。

尾張藩の新邸が正面を向けた道路は， 表通りとい

うべき今 出川通りではなく， 白川道から「春日社」

の参道にいたる， 南方の名もない東西路で、あった。

このとき屋敷の周囲の土居や空堀の築造とともに，

四周の道路もあわせて整備されたのであろうが， そ

れまでどちらかといえば脇道であった道路が， 激動

期の京都で活躍する有力者の本拠地に通じるメイ

ン・ アプローチとして， 一躍脚光を浴びるように

なったのである。

． 



． 
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吉田神社はこうした環境の変化に敏感に対応した

らしい。 北の馬場と南の馬場を一体化して一筋の表

参道とし， さらにその正面を飾り， かつ神域を示す

境界の装置として新しく鳥居を建立し， その前面両

脇に石燈龍を建てるなど， 社頭の景観を整備したよ

うである。 「慶応元乙丑歳 （1865 ） 十二月」という
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日 付がき ざまれたこの石燈龍は， こうした変化を語

る歴史の証人のように思われる。 正門前の道とその

景観は， まさに近代の胎動のなかでかたちづくられ

たといえようか。

（高橋 康夫）
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京都大学キャンパスの創設

キャンパス創設のはじまりは， 第三高等中学校が

明治19 (1886）年11月に大阪から京都に移転が決定

されたときにさかのぼる。 現在の吉田本部地区は，

明治30 (1897）年 9 月に理工科大学をもって開校す

るときにこの三高吉田学舎を転用し， 三高そのもの

は現在の総合人間学部（旧教養部）などの校舎が位

置する， 東一条通をはさんだ南の敷地に移転したの

である。 したがって， 興味深いことに， 現在の京都

大学キャンパスの中枢をなす吉田地区全体の空間構

成は， 当時の三高のキャンパス計画によって決定さ

れたとみることができる。

大阪から第三高等中学校を京都に移転するとき，

キャンパス用地の候補として， 仁和寺・妙心寺 付

近， 大徳寺 付近および吉田の3地区が比較検討され

た結果， 敷地の水質の良否によって， 「至極の清地」

である吉田地区が選ばれている。 キャンパス用地を

現地検分にきた当時の文部大臣森有礼らの談話が報

じられた。 「水質純良なるうへ， 東の方の吉田山を

除く三方は皆田野にして， 遥か西に鴨川をひかえ，

北に百万遍知恩寺ありて至極の清地にて， 白川村の

農夫等及び牛馬の通行するのみ。 此地は学業中目に
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耳に障害あることなし」（「日 出新聞」明治20 年1月

4日 付 ）。 すなわち当時の吉田地区には， 吉田山，

聖護院， 熊野神社など宗教施設と森と小集落が点在

し， 山中越， 白川村から賀茂川と高野川の合流点に

あたる今出川口もしくは 出町口へいたる道とその沿

道に17世紀後半荒神口から移された知恩寺の境内，

また同じく白川村から吉田山の北辺を通り鴨川を渡

る荒神橋にいたる道が， 緩やかに川原に向かつて傾

斜する水田地帯を横断していた（「改正京都区分一

覧之図」 明治 9 (1876 ）年）。 第三高等中学校用地

は旧尾州藩邸跡であり， 慶応4 (1868）年の「改正

京町御絵図細見大成」などには， この地区にはその ． 
ほか知思寺の東に， 尾州、｜藩邸と道をはさんだ北隣に

土州屋敷， 鴨川に面して九条殿下屋敷の記載があ

り， 幕末から明治初年には， 田園の中に集落や社寺

の他に広大な武家貴族の邸宅がおそらく土塀や樹木

に固まれてモザイク状に点在していたのであろう。

第三高等中学校の西辺は尾州藩邸敷地を限る境界

で， 現在の東山通に沿った本部キャンパスの石垣は

その名残であるといわれる。 また敷地の北および東

の境界もおそらく尾州藩邸の境界に相当し， 敷地境

bノそコレ；－

l対f
． 



京大広報 1 997 . 1 1  号外

界の土塁はその名残であり， 現在のキャンパスの柵

塀の基盤部におそらく相当する。 このように敷地形

状にすでに歴史的な記憶の痕跡が認められるが， 空

間構成に関して決定的なのは， 第三高等中学校とし

て更地に計画された敷地全体構成と建物群の配置で

ある。

明治25 (189 2）年3月印刷， 発行の陸地測量部二

万分の一地図には， 東西に延びる前述の白川村・今

出川口の道と， その南に平行する吉田神社参道（東

． 
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第三高等中学校吉田学舎建物配置図

一条通）にはさまれた一角に， 校舎群のブロックが

見える。 明治22 (1889 ）年京都市市政施行頃の「上

京区元三十 四組新市街計画道路之図」（『京都府百年

の資料』第7巻所収）には， 鴨川以西の洛中にみら

れる東西南北の方格型街路パターンが吉田地区まで

拡張して計画されている。 これらの道路はその断片

的な一部を除いては， ほとんどが実現されていない

が， 吉田地区に格中と同質の整正な空間秩序を計画

的に示したものとして注目される。 吉田地区に優越

且�Uよムよムι4」
本惚2側冒

． 

吉田山から望んだ当初の建物の全貌
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する方向軸として， 吉田神社参道や熊野神社から鴨

川へと延びる参道と門前集落は， 近世の鴨東地区一

般に見られた東山から格中への東西軸構成の例であ

るが， それにもかかわらず この地区に南面する南北

軸優先の空間構成を持ち込んだのは， 南面した居住

環境条件をも考慮した， 平安京の宮殿構成や寝殿造

以降の邸宅の建築構成の伝統であろう。 第三高等中

学校の構成は， 吉田神社の参道に向かつて南面し，

ほぼ正確に南北軸上に校門， 本校， 雨天体操場， 寄

宿舎等を配置し， この南北軸構成を壮大に展開する

かのように， その東西に物理学実験場と化学実験場

などを配置している。 本校は， 当時洋風の本格的建

築に適用された煉瓦造の2階建， 一部1階建で， 2 

層部の中央と両端部の壁面を突 出させ， とくに中央

部は， アーチ型の開口部と縦長窓を積層し， 妻飾り

風の装飾小壁ペデ、イメントを上部に突 出させ， 腰折

れ形式のいわゆるマンサーノレ屋根を戴いている。 両

端の壁面突 出部は， 東西の正面棟と南北に交差貫入

する棟の端部にあたり， 上部に寄棟屋根型をのぞか

せ， さらに東西最端部に 付加された 1層部が建物の

長さを強調し， 前述の中央部の玄関構成によって全

体の中心性が強調されている。 本校の前面で南にず

らせて配置された物理と化学の実験場が， 全体構成

の南北軸性と東西の拡張性をさらに強めている。 こ

れらの建物群が完成される明治22 (1889 ）年までに

は， 2 万本近い植樹が行われ， キャンパス南正面

の， 吉田神社にいたる石垣等の外構， 現在復元され

て大学の正門になっている表門などが整えられた。

このような配置の全体構成は、 京都では府庁旧館

（明治34 ～37年建設） とその周囲の構成にいまなお

名残を留める。 当時のわが国の官営建物の様式の一

典型に属するものである。 このキャンパスが， 明治

30 (1897）年9 月にまず理工科大学をもって開校さ

れた京都大学のキャンパスとして， 建物施設ともど
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もそっくり引き継がれたのである。 そもそも第三高

等中学校創設時にすでにその将来を大学にするべく

予見されていたとも伝えられている。 旧本校正面に

は， 明治35年噴すでに現在の本部棟前を飾る， 徳富

棋水（蘇峰の父） が寄贈したと伝えられる初代の

“クスノキ” が植えられてあったという (189 4年

頃）。

この空間構成は， 西洋近世の記念的建造物に典型

的であった透視的軸に基づくシンメトリーの構成に

ほかならないが， 構成の重要な要素であるオープン

スペースはその後， あたかも「空間恐怖」に取り 付

かれたかのように， 和風庭園の手法にならって植樹

で埋め尽くされていく。 それは， 空間的な擬洋式も

しくは和洋混合と言う ことができ， 理知的と言うよ ． 
りはむしろ浪漫的な感覚的構成であり， これがキャ

ンパス全体の雰囲気として， その後ながく受け継が

れるのである。

このように， 第三高等中学校創設から， キャンパ

スを引き継いだ京都帝国大学の中心部は， 現京大本

部構内の空間構造の骨格を決定し， さらにその他の

地区の空間構成における一般的類型をほぼ確立して

いた。 その後， 第三高等学校， 法科， 医科， 文科大

学が， 空間的にはほぼ現在のキャンパス全体に亘っ

て類型的に展開されて行く。 それはしかも， 明治40

(190 7）年に大学建築部として営繕組織が設置され

る時期までに， 日本各地に高等学校や大学を設計し

てきた文部省の直轄事業としてであった。 大学の本

部棟になった旧第三高等中学校の本校は大正元

(19 12 ）年10 月に焼失， その跡地に同4 (19 15) 

年， 現在の本館本部棟が当時の最先端技術による鉄

筋コンクリート構造で建築されるが， その基本的な

空間構成は前例を踏襲したものである。

（加藤 邦男）

． 
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京大キャンパスと地域文化財

1994年12月， タイのプーケットで聞かれた世界遺

産委員会において， 「古都京都の文化財」 が世界遺

産条約（「世界の文化遺産及び自然遺産の保護に関

する条約」） にもとづく世界文化遺産として認めら

れ， 世界遺産リストに登録されたことは， まだ記憶

に新しいところであろう。 「古都京都の文化財Jと

は， 京都・宇治・大津市にある17箇所の社寺や城な

どからなっている。 煩をいとわず列挙すると， 京都

市の賀茂別雷神社（上賀茂神社 ） ・賀茂御祖神社

（下鴨神社） ・教王護国寺（東寺）・醍醐寺・仁和

寺・高山寺・西芳寺・天竜寺・鹿苑寺（金閣寺）

． 慈照寺（銀閣寺） 竜安寺・清水寺・西本願寺・二

． 

条城の14箇所， 宇治市の平等院， 字治上神社， 大津

市の延暦寺である。

これらはいずれも， 「千年にわたり， 我が国の都

であった古都京都において， 歴史上・芸術半価値が

高く， 日本の文化を代表するとくに重要な文化財と

して文化財保護法により指定されている国宝建造物

または特別名勝庭園を有し， かっ， 周辺の風致景観

を含めた保護状況にも優れ」ているというのが推薦

理由であった。 「古都京都の文化財」 は， ほとんど

の人が知っている有名な寺社ばかりであり， 世界遺

産になったことも不思議ではない。

世界遺産は， 「国境や民族の違いを越えた人類全

体にとって， 極めて貴重でかけがえのない価値を持

つ」 とされる。 そうした「古都京都の文化財Jの存

在は， 歴史文化都市・京都の未来のありかたに大き

な方向 付けを与えるものであり， 京都・字治・大津

などの都市圏の将来構想、を考えるうえで大きな意味

をもつことになろう。

ところで， 京大キャンパスの近くでは， 慈照寺と

賀茂御祖神社が世界遺産リストに登録されている

が， この地域にはほかにも自然や歴史・文化遺産な

ど， 数多くの歴史文化資源が集積しているといって

よい。

たとえば， 吉田山である。 日ごろ自にすることが

多く， 身近な存在である吉田山は， 文化遺産と自然

遺産の二つの価値をもっ「複合遺産」ということが

できる。 吉田山（古くは神楽岡）は， 船岡や双ケ岡

とともに平安京の建都に際して重大な意味をになっ
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ていた。 吉田山は， 同じく平安京の北京極大路（一

条大路）の東西延長上にある双ケ岡や， 平安京朱雀

大路の真北に位置する船岡山（古くは船岡） ととも

に， 「平安京の北辺を守衛する形態」をとっていた。

この三山はまた， 「香具山は 畝火雄々しと 耳梨

と 相あらそひき 神代より」 （『万葉集』巻1 13) 

と詠まれた三神山， いわゆる大和三山（香久山 ・畝

傍山・耳成山）と同じ歴史的・文化的意味をもった

「平安京三山」 であったらしい。 つまり吉田山は，

平安京の地の「鎮め」の山であり， 神仙思想、にいう

ところの三神山のーっと考えられるのである。

この吉田山の東南の地には， 国の重要文化財に指

定されている吉田神社斎場所太元宮がたっている。

八角円堂に草葺き， 入母屋造の屋根をのせ， 棟の中

央に露盤宝珠をあげた， きわめてめずらしい姿を

もっている。 江戸時代初期， 慶長6年(160 1 ） 再建

の建築である。 また北方の地には春日社があり， 江

戸時代前期， 慶安元年(1648）修造の春日造本殿四

棟が並立している。 吉田山は， 自然と歴史と文化と

宗教とが揮然一体となっているのである。

また， キャンパスの北に広大な伽藍を構える百万

遍知恩寺も， すぐれた歴史環境である。 良く整備さ

れた境内には本堂をはじめ多くの堂が整然と配置さ

れており， そのうち本堂と釈迦堂は京都府の文化財

に指定されている。 府の指定とはいっても， 京都は

仏教各派の本山が集中する特別の都市であり， その

ため国の重要文化財建造物もたいへん多いからなの

であり， 百万遍の本堂は， 国指定の重要文化財に匹

敵する価値をもっている。

キャンパスの中では， 国の文化財は， 近代の有名

な庭師である小）, ，治兵衛が造った清風荘の庭が名勝

に指定されているだけであり， 建造物はーっとして

ない。 百年におよぶ歴史をもっ大学のキャンパスで

あることを思えば， 実に残念なことというほかな

い。 しかしながら， 京都大学として保存を定めた歴

史的建築物が， 明治26年(1893 ）の本部正門など17

棟ある。 今後， これらの価値がいっそう広く認知さ

れてゆくことを期待したい。

（高橋 康夫）
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明治の授業料

受益者負担主義を学費徴収の原則とした明治の学

校の授業料はおしなべて高額であるが， よく見てみ

ると， 規則どおりに徴収されたことは ほとんどな

い。 大阪城西にあった舎密局時代の束惰一入学金

600疋， 生徒費 授業料毎月100疋は， その金額や納

入の手続きなどからみて， 適塾や慶応義塾のそれに

倣ったものらしい。 当時は生徒の経済的事情によっ

て大小のあるのが普通だったから， 舎密局の場合も

似たりょったりだろう。

明治5 (1872 ）年の「学制」の規定では， 中学校

の授業料は1ヶ月5円50銭と定められ， 別に3円50

銭と2円の2 等があった。 第四大学区第一番中学や

開明学校の授業料も当然これに準じたと思われる

が， 厳密に行われたかどうかは分からない。 大阪外

国語学校時代の文部省達は， 極貧生の場合は1ヶ月

50銭以上の納入でも可としながら， その土地の状況

や貧富の差によって増減しても構わないと， 各学校

ごとの授業料徴収の自由を認めており， おそらく定

則をかなり下回る金額であったと恩われる。 なお，

開明学校では， 既に明治 6 年7 月の時点で， 極貧生

にかぎり 1ヶ月1円とする制度があった。

大阪英語学校の授業料は 1 ヶ月2円を普通とし，

他に貧困者を対象にした中等1 円と下等50銭があっ

たが， 下等については戸長の証明を必要とした。 兄

弟2 名が入学した場合は， 50銭ずつ納めればよく，

また3名以上になると， 2 名分の授業料納入で可と

いう規定もあった。 夏休みなどは納入の義務がな

く， 明治10 (1877）年2 月の改定では， 1学年9ヶ

月の計算で1等18円， 2 等9 円， 3等4円50銭と規

定しているが， 実際にはこの金額どおりに徴収した

わけではない。 明治9年度の年報は， 年間の授業料

収入を生徒数で害ljって 6 円85銭余を得ており， また

10年度の年報は， 同じく5円80銭余を算出している

が， いずれも納入月を10ヶ月半としており， 前 出の

9ヶ月計算とは合わない。 規定中の3等の授業料に

相当する5, 6 円が平均的な納入額であったという

のも分かりにくいが， 休暇中の未徴収だけでなく，

おそらく生徒一人ひとりの入・退学の時期に合わせ

て日割り計算のようなことが行われたのであろう。

長期欠席の場合も， 閉じような扱いであったと思わ
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れる。 この辺は， 江戸時代の寺小屋や私塾の授業料

徴収のスタイ／レそのままである。

明治12 (1879 ）年9 月の大阪専門学校通則は， 本

科の授業料を1学期3円， 予科を 1 円80銭とした

が， 3学期制だから年間9 円， もしくは5円40銭と

なる。 英語学校時代の2 分のl程度であり， 授業料

の大幅値下げのように見えるが， 毎学期の初めに全

額を納入させ， 欠席や退学などの個人的事情は一切

考慮しないこととしたから， 実質的な意味はあまり

ない。 現に， 同年度の授業料収入988円余を生徒数

148名で割ると 6 円67銭余となるが， これは前年度

の平均4円峨余を上回っており， かえって負担増 ． 
になっている。 開校当初 の大阪中学校の授業料は

はっきりしないが， 明治13年度の年報は3円72銭余

と算定しており， 専門学校時代のほぼ半額である。

15年7 月の規則では毎学期1 円， 2 学期制だから年

間2 円となり， これまでの授業料の中では一番安

い。 その理由の説明はないが， 全国唯一の官立模範

中学校という特殊な地位が， あるいは影響していた

のではなかろうか。

9ヶ月の短命に終わった大学分校時代には突然授

業料が高くなる。 未設の本科はともかく， 予科で年

額15円という授業料は， かつての年額2 円の実に

7. 5倍であるが， これは 明治18 ( 1885 ）年 6 月の

「直轄学校生徒授業料大綱」の改定に伴うものであ

る。 東京大学の授業料が年額25円， 事情により15 • 
円， もしくは10円まで減額出来るとしたが， 大学分

校の場合はおそらくこれに準じたものであろう。 大

阪中学校から引き続き在学するものに限り， 特別に

年額3円としたため， 新入生との間でトラプツレを生

じているが， いずれにせよ， 予科生もかぶった角帽

の代償が大学並の高い授業料になったというわけで

ある。 なお， 小学校授業料の強制徴収に見られる，

受益者負担主義の徹底された第三高等中学校時代は

予科15円， 本科20円としたが， この高い授業料はそ

の後再び下がることはなかった。

15円の授業料， 月額にして1円25銭の負担といっ

ても今日の我々にはぴんとこないが， 小学校教員の

平均月給が8円そとそこの時代だから， 誰にでも気

軽に払えるような金額ではない。 大学分校生の過半



． 

． 
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が入った寄宿舎の食費が月額3円であり， 50銭程度

の雑費を見込むと毎月少なくとも5円前後は必要に

なる。 こう見てくると， 普通のサラリーマン家庭に

はとても手の届かない坊っちゃん学校で、あったとい

うことになるだろう。

因みに， 舎密局時代以後の校名の変遷は， 第四大

学区第一番中学（明治5年8月）ー開明学校（明治

356 

1 997 . 1 1  号外

6 年4月）一大阪外国語学校（明治7 年4月）一大

阪英語学校（明治7 年12月）一大阪専門学校（明治

12年4月）一大阪中学校（明治13年12月）一大学分

校（明治1 8年7 月） ー第三高等中学校（明治19年4

月） ー第三高等学校（明治27年6 月）となる。

（海原 徹）
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せいみきょく
r史料神陵史』と舎密局～三高資料

「三高関係の資料は， その創立以来の移しい数

が， 現在京都大学教養部に保管されており， 種類と

数の豊富さは他に類を見ない。 単に三高及び旧制高

等学校の資料としてだけでなく， わが国近代教育史

にとっての貴重な史料といえるものである」。 引用

したのは， 旧制高等学校資料保存会が行った， 旧制

の第三高等学校およびその前身諸学校関係史料の保

存状況についての報告である（『旧制高等学校史研

究』第6号， 1975年）。 これらの史料は， 現在は総

合人間学部図書館2階の「舎密局～三高資料室Jに

保管されている。 官庁等との往復書類， 各学校の規

則， 事務書類等， 簿冊の形になっている原史料が数

千点現存している。 30 を こえる旧制高校の中でも，

三高関係史料が抜群の保存状況にあるのは， 戦災や

疎開を免れた こと， 大学紛争の際にもいち早く史料

の移動が行われた こと， また同窓会組織が活発で，

何回か学校史の編纂が実現した こと， などが理由と

してあげられるであろう。

近年編纂された三高の沿革史としては， 神陵史編

集委員会編 『神陵史一第三高等学校八十 年史一』

(19 80 年） があげられる。 同書は， 1, 000頁を こえ

る大冊で， 前記の貴重な史料を駆使しながら， 1869

年の舎密局の開講から1950 年の三高の終鷲まで， 平

易な文章で書かれた通史である。 そして， 昨 年8月

に新たに， 神陵史資料研究会によって， いわば史料

集ともいうべき 『史料神陵史一舎密局から三高ま

で一』が刊行された。 実は， 史料集の役割を果たす

ものとしては， 50 年以上前の19 42年に加藤竹男氏・

林屋辰三郎氏によってr稿本神陵史』の編纂が完了

していた。 これは， 原史料を前身各学校ごとに取捨

選択， 配列し， 若干の解説を 付しているが， 公刊さ

れる ことはなく， その存在が広く知られるには至ら

なかった。

今回の 『史料神陵史』は， 『稿本神陵史』のうち，

三高創立期までの分を翻刻したものである。 舎密

局・洋学校から始まる各学校に対する設立の発令，

規則， 職員・生徒数， 経費， 学科課程， 図書， 主要

な式典・行事などに関する史料が多数掲載されてい

る。 編者は翻刻にあたって， 現存する原史料と照合

して正確さを期し， 注を新たに 付して掲載史料の典
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拠を「舎密局～三高資料室」における整理番号とと

もに明記している。 さらに巻末には詳細な人名索引

が載せられている。 編者のこれらの尽力によって，

単なる旧版の復刻ではなく， より厳密な， そして利

用しやすい史料集となったことは言うまでもなレ。

また， 本文中には引用されている原史料の写真も数

多く挿入され， 視覚的な面からも当時の雰囲気が分

かるよう配慮されている。

さて， 内容に目を移してみると， 様々な興味深い

事実が浮かび上がってくる。 例えば， 1885（明治

18）年の関西に東京大学に次ぐ大学を創立する動き

に関する史料が掲載されている（50 6頁～510頁）。

「関西大学創立次第概見」と題された史料は， 当時

大阪中学校と称していた三高の前身校が大学となる

ために必要な措置について作成していた意見書であ

る。 これに対して， 当時の文部卿大木喬任が太政大

臣三条実美に 「今般該校ノ組織ヲ変更革シテ大阪大

学部校ト改称シ， 逐次法理医文等高等ノ学科ヲ設置

シ一大学トナスノ見込ヲ以テ， 差向予備科及一二高

等学科ヲ設置致度」と伺書を提出している ことから

も分かるように， 文部省も大学設置に前向きであっ

た（ 付言すれば， 文部省の書庫は関東大震災で焼失

しており， それ以前の史料は関係の学校に保存され

ている写しを見るしかない。 そういった意味でも三

高関係の史料は非常に貴重であるといえる）。 その

結果， 大阪中学校は大学分校と改称し， 予科を設置

したのだが， 翌 年， 森有礼文相による中学校令の公

布で， 本科を置かないまま第三高等中学校に改編さ

れ大学への道は頓挫してしまった。 しかし， 関西に

大学を設置する構想は， 実際に京都帝国大学が創立

されるより12年も前から文部省にも存在しており，

三高の前身校が大学に改編される可能性を常に持っ

ていた ことを示している史料として興味深い。

なお， 三高関係の史資料としては， 以上のような

文書史料のほかに， 明治期の物理実験機器なども著

名である。 総合人間学部は、 三高およびその前身校

の， 治革に関する史資料の宝庫と言っても過言では

ないであろう。

（西山 伸）

． 

． 
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「京都大学」設 置の構想と九鬼隆一

京都に帝国大学が設置されるよりもかなり以前か

ら， 東京大学 (1877年創立， 1886年より帝国大学）

に次いで関西に第2 の大学を求める意見はいくつか

表明されていた。 前項で述べたように文部省で考慮

されたこともあれば、 帝国議会で提案されたり， 教

育者の集会で議論されたこともあった。 それらの意

見のなかで， 「京都大学」という名称が使われた最

初は， 1891 （明治24 ）年 8 月に作成された九鬼隆一

の「京都大学条例」 （宮津市の京都府立丹後郷土資

料館に保管）だと考えられている。

九鬼は1852年生まれ， 東京美術学校 （現在の東京

． 芸術大学の一献や帝国博物館 （のち帝室博物館，

現在の東京国立博物館）の設立に尽力し， また古社

寺保存法 （現在の文化財保護法）の制定にも活躍す

るなど美術行政家として有名である。 のち京都帝国

大学文学部で哲学を講じた九鬼周造は彼の子息であ

． 

る。

九鬼の「京都大学条例」は全42条の条文からな

り， 九鬼の考えた「京都大学」 なるものの規則を定

めている。 第1 条には， いきなり「京都大学ハ天皇

陛下ノ特別保護ノ下ニ立チ」 とあり驚かされるが，

子細に読むと， 以下のようにいわゆる大学自治を念

頭に置いて作られたものであることが分かる。 例え

ば， ①経費は利子収入・授業料・皇室からの保護金

で賄うとあり， 国家財政からの自主権を保証してお

り， 予算規模が拡大しなければ議会の協賛を求める

必要はないとして議会による製肘も限定的なものに

している， ②当時の法令に明記されていたような文

部大臣の大学への統制には一切ふれていない， ③教

授は刑事罰か懲戒を受けないかぎり免職されること

はない， というような具合である。 この2 年ほど前

に東京の帝国大学の教官からも， 管理職者を投票で

選ぶなど当時としては際立って自治的な大学改革案

が提 出されており， 九鬼もその影響を受けたことが

考えられる。 ただ， このようなラディカノレな大学改

革案は， もちろん実現することはなかったし， そも

そも公の場でどれだけ取り上げられたかも残念なが

ら証拠がない。 いずれにしろ， 九鬼はこの翌年の
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1892年の関西地方教育者大集会なる集会でも「京都

大学設立考案」という演説を行っており， 当時「京

都大学」設置を求める有力者であったことは間違い

ない。

実は， 九鬼の京都に大学を設置したいという希望

はもっと時期を遡ることが可能なようだ。 1886年9

月29日付の『日出新聞』（現在の『京都新聞』の前

身 ）に「文部省に於ては曾て京都府下山城国に大学

校を建設せんとて既に其位置を同国紀伊郡堀内村旧
しょうゆう

桃山に相し文部 少 輔たりし九鬼隆一君が京都まで

出張して実地の調査等もありたりしが」という記事

が見える。 九鬼が文部少輔だ、ったのは1880 年2月か

ら1884年12月までであり， もし新聞記事を信じると

すれば文部省はこの間のどこかの時期に「大学校」

を京都につくる構想を持っていたことになる。 文部

少輔という役職は， 文部卿 （大臣に相当）一大輔

（次官に相当）に次ぐ三番目にあたるが， 当時文部

省には大輔は不在で、実質的に九鬼が省の実権を握っ

ていたという。 その九鬼が， 京都に視察に来ている

ということは， この時期文部省では京都に二番目の

大学を作るという構想、がかなり具体化していたと推

測できる。

ところが， 九鬼は中央政界の人物のなかでは岩倉

具視に近かったといわれ， 岩倉の死 (1883年）後文

部省における影響力を失い， 1885年には公使として

アメリカに去っていく。 帰国後も文部省には戻らず

に宮内省に属する帝国博物館に入り， 外から文部行

政を論じるようになる。 九鬼の文部省退任とともに

中央における京都への大学設置運動は下火になる

が， 九鬼個人はずっと京都に大学を， と思いつづけ

ていて本稿で紹介した「京都大学条例」となったも

のであろう。 しかし， 九鬼の議論はもはや在野のも

のであり， 日清戦争後に実際に京大が設置されるに

あたっては， 一部の新聞に初代総長の候補に擬せら

れもしたが， 任命されるはずもなかった。 最も早い

時期から「京都大学」 設置を求めていた九鬼は， 京

大創立にどのような気持ちを持っただろうか。

（西山 伸）
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京都帝国大学の創立と第三高等学校
一つの史料から

1 997 . 1 1  京大広報

． 

． 

auM帯同九
号
制
奴
針I42

♂
ムr
出
荷守
且守
ιt
y
長＃
身
呈

h吋骨
崎
汽
串，
aヲA

－主制珂命aq大存又珪叶ι1今膏品「ιR44片品川久F，

え可』harA法4t守Aam川崎村み－aA町aba，ep

fv荊主畠が科大4p宜E1上rf弘社阿川AA

岨
喝
品「
大
弓”

円
・自
・
z
’

－

b
小
村
大
4
4
4
’
量

刑
ゑ
T
白河・
崎
hH
J

－

マ
衣
祢
事
4P
吋
大
弓
A
S時
晴
持
続
an
剥
A
U

穐

島田AK白H刊UA

－

K
号
晶
体
p
性
二
世
世
ヰ
品川

民
正
威
ル
・見
当町
伺

今・宅盲点持2鼻咽a3T説噌Ae『回一fha品

ム
噌
・
殺
茸
H1
A
他
’
邑
λ

令
T
’
p
’b
’

と
’

H
民
・ha－
ふ
も
で

旦
・

苛
aT
町
署
’
紘
人
’

・h

写真2

るため， 帝大は研究機関として進学体系からはず

し， 高等学校を実学重視の大学と改編するべきであ

る， という構想であった。 これは， 日清戦争前に文

部大臣だった井上 毅（こわし） が主張していて，

具体化も進んでいた。 特に京都の第三高等学校は，

舎密局以来関西における最高の学府であったという

歴史的経緯もあり， 大学昇格の可能性が最も高かっ

た。 一時期， 第三高等学校において本科（大学進学

課程）が廃止され， 完結した教育体系をもっ専門学

部（法， 工， 医）のみに改編されたのもその表れで

あった（なお， 現在本部正門を入って右側のクスノ

キの下にある小さな石碑は， このときの本科の廃止

の際に作られたものである ）。 この高等学校昇格論

は， 井上の病気辞任（1894年8月， 翌 年3月死去）

や日清戦争後の社会状況の変化によって， 政府部内

では顧みられなくなると考えられていた。 しかし，

今回紹介した史料によれば， 実は， 文部省において

は， 京大創設の方法のひとつとして， 京大を全く新

たな高等教育機関として設置するのではなく， 現存

の第三高等学校を改編して京大とする案が考えられ

ていたのである。 それが， 議論が進むなかで三高昇

格案は放棄され， 両者を別個の学校として設置する

ように変更されたのである。

ところでこの変更はいつごろ行われたのだろう

か。 今度は写真 1 のほうをよく見ると， 右側に「廿

六日木曜午前九時開会」とあるのが分かる。 京大創

設の予算案が議会に提 出されたのが1895（明治28)

年12月だから， それより前の「廿六日木曜」を探す

久 手
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京都大学の歴史には， まだまだ未解明の部分が多

い。 いうまでもなく京大は1897（明治30 ）年6月に

創立されるのだが， 文部省で創立への動きが本格化

するのは日清戦争が終結（1895年5月）してからの

ことである。 このわずか2年という短い期間で， 東

京帝国大学に次ぐ第2 の帝国大学がどのように発案

され， どのような議論を経て創立に至ったのか，

のことを語る史料は実は数少ない。

『京都大学七十 年史』にも紹介されている史料で

ある「京都帝国大学創立計画ニ関スノレ諸案」 （文部

省で作成されたものであろう）では， 新設される京

大について具体的に書かれている一方， それまで吉

田にあった第三高等学校は， その土地・建物を京大

に譲り渡して別に校地を求める形で存続することが

提案されている。 つまり， 新しくつくられる京大は

京大， 従来からある三高は三高として， 別個の学校

として維持されるということである。 これは， 現実

にもそのような形で進行したこともあって， 当たり

前のことのように見えるが， 当時の状況に照らし合

わせると， 必ずしも唯一の選択肢というわけではな

かったようである。

「京都大学百年史』を編纂するにあたって， 百年

史編集史料室では広く史料を収集しているが， その

なかで， 前述の「京都帝国大学創立計画ニ関スノレ諸

案」とは異なった内容の創設計画案が発見された。

これはB4判よりもひとまわり程度大きな紙を十 数

枚袋とじにしたもので， 文部省内で作成されたと考

えられる。 史料には会議の出席者によると思われる

若干の書き込みがあって， 案の変遷が推測できるの

が有り難いかぎりである（写真1 ' 2 はその一部）。

写真2 を見ると， 第 1 項目に「第三高等学校ヲ更

メテ京都帝国大学トナス」 と書かれている。 さらに

よく見ると， そのうえから手書きで修正があって，

「京都ニ帝国大学ヲ置キ第三高等学校ノ土地建物ヲ

以テ之ニ充ツ」と改められている。 これはいったい

何を意味するものなのか， 大きな問題である。

そもそも京大創設前後の時期， 高等教育のあり方

については， 政府の内外で様々な議論があった。 そ

のなかで、有力だ、ったのは， 帝国大学の水準が高すぎ

そ



． 

． 
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と， 同じ年では9月しかない。 どうやらこのあたり

の時点で， 新設京大のあり方， ひいては文部省内の

高等教育体制についての考え方が固まったようであ

る。

第三高等学校は， 直接的には1897年創立の京都帝

国大学の前身にならなかったことは歴史の事実であ
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る。 しかし， 文部省内で京大創設が具体的に検討さ

れだした当初には， 三高を昇格して京大とするとい

う案が議論されていたという事実も看過されるべき

ではないだろう。 それは三高と京大との関係の深さ

を改めて教えてくれるものと言えよう。

（西山 伸）
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京大の創立と 「日出新聞」

現在の「京都新聞」の前身「日出新聞」（以下

「日出」と略称）は， 京大の創立過程を調べる上で

貴重な史料である。 1895 （明治28）年から京大の創

立された1897 （明治30 ）年6月の紙面を追って行く

と （当時は1日1回の発行 ）， 京大創立に関する実

に様々な事実や主張がみられる。

たとえば， 当時医科大学を大阪に置くか京都に置

くかが問題になっていたが， その問題について京都

側の動きが丹念にフォローされている。 周知の如

く， 結局は京都設置が決まるわけであるが， 1896

（明治29 ）年4月23日付の「帝国京都〔原文のマ

マ〕大学の設計に就て」をみると， 京都の中でも開

業医の内には御室 付近に医科大学を置くべきだと主

張する者もあったらしく， 御室は大阪より不便であ

るとその主張の「心得違ひ」 をたしなめている。

京大が創立されてしばらくして， 斬馬剣禅が東西

両京の大学について論じたことはよく知られている

が （講談社学術文庫 『東西両京の大学』参照）， 京

大が創立される以前にその先駆版ともいうべき「東

西大学」 という連載ものが「日出」に載っている

(1896年3月8日～6月10 日）。 執筆者は霞城山人

と名乗っている。 タイトノレだ‘けから推定すると， 東

大と京大の本格的な大学比較論のようにみえるが，

実際には一種の空想科学小説である。

時は1899 （明治32 ）年である。 その年， 琴星が大

接近し， 地球と衝突するかどうかをめくーって， 世界

の破滅の可能性を認める東京の若き「星学」 博士

と， その心配はないという「西都」の老大家 （理学

博士）との論争があった。 後者は， 一度うとうとし

て若き「星学J博士の説を裏づける事実が起った夢

をみるが， 実際には自説の正しさが証明される。 そ

してこの老大家の娘と若き「星学」博士が結ばれる

という筋になっている。 この話は， ドイツ人の手に

なる作品の翻案であり， 執筆者自身がそのことを明

記している。

「日出」はまた初代総長候補の人名を相当数挙げ

ている。 その内， 代表的な人物についてみてみよ

う。 1896年4月2 日付の「最近電報J欄は， 東京発

として， 京大の総長は枢密顧問官・ 九鬼隆一氏もし

くは文部省専門学務局長・木下康次氏に仰せつけら
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れるであろう， とする説があることを伝えている。

木下は現実に初代総長となった人物である。 九鬼

は， 最近の「読売新聞」 (1989年6月 7 日付朝刊）

の伝えるところによれば， すでに1891 （明治24 ）年

に「京都大学条例」という私案を作っていた程， 早

い時期から京都に大学を設置することを望んでいた

人物だ、った。

「日出」 にもどり， 1896年6月17日付の「京都大

学総長」という記事をみると， 総長候補については

種々風説があるが， 目下のところ決定していない，

ただ「其向きの説Jによると， 折田彦市三高校長，

木下専門学務局長， 外山正一博士， 菊池大麓帝国大

学理科大学長などの名が挙っている， という。 折田

三高校長が有力な候補で、あったことは他の史料から

も窺える。 立命館大学の図書館に， 京大の初代理工

科大学長・中津岩太の手記と思われる「京都大学創

立ノ事情Jという文書 （ただし本人の字体かどうか

は不明）が架蔵されているが， その文章中に， 元来

京都大学の設立に主として尽力したのは折田三高校

長であるから， 世間の多くの人びとは同氏が総長に

なるだろうと思い， 同氏もあるいはその意なきにし

もあらずということだったのに突然内命が木下局長

におりたのは云々， という趣旨の文章がある。 また

菊池大麓は， 後に京大の第3代総長となった。 「日

出」自体は， 加藤弘之や細川潤次郎のような人物を

総長候補として推薦している (1896年6月18日付

「京都大学総ー長の候補に就て」）。

1897年4月1日付「京都大学総長」 という記事

は， 木場貞長普通学務局長が総長に任命されるとい

う者があるという風聞を伝えている。

その後， 木下贋次が総長に内定すると， 「日出」

は， 「京都大学総長に望む」（同年6月2 日） と題

し， 京都は育英の地に適しており， 総長が30 年来

「沈衰」している青年の志気を高め， 東京の帝国大

学に対して関西の文運を振興せしめ， 「官臭を帯び

ざる」豪傑を養成することができるなら， これは人

生の「一大快事」ではないかと論じている。

京大に対する熱い期待が伝わってくる文章といえ

よう。

（宮本 盛太郎）

． 

． 



京大広報

創立期京大の「大学自治」

倉lj立百周年を迎えた京都大学には， 現在でも「自

由」 「反権力Jというイメージが強いが， 特に戦前

には津柳事件（1913年）や瀧川事件 (1933年）で知

られるように， 「大学自治の総本山」的な位置づけ

が与えられていたといえる。 東大をはじめ他大学で

は見られないこのような京大の特徴は， いったい何

に由来しているのだろうか， 創立期までさかのぼっ

てその手がかりとなるものを探してみたい。

創立期京大における「自由」 のイメージ形成に関

して， まず想起されるのは初代総長に就任した木下

贋次である。 木下は， 受講科目の選択の自由を広く

． 認める通則を制定するなど， 学生の自発性を重視す

る方針をとったことで知られている。 これは， 東大

にはない京大独自の方針であり， 当時から京大＝

． 

「自由」という印象を学生や世間に与えたと考えら

れる（もっとも， このような「自由」 さがもたらし

た必然的な結果というべきか， 第 1 期の入学生では

当時就学年限だった3年では卒業できなかった者が

続 出した ）。 だが， 上記の木下の方針は， 学生の教

育に関するそれであり， いわゆる大学自治とは少し

レベルの異なる話かと思われる。

『京都大学百年史』の編集に際して集められた史

料のなかに， 創立期京大の「大学自治」 に関して重

要な文書も何点か発見された。 例えば， 京大の創立

から5年後の1902年， 木下総長宛に2 通の意見書が

提 出されている。 まず 7 月14日付の意見書は， 法科

大学（現在の法学部）の教授5人からのもので， 内

容は厳しい総長批判である。 大学の主義方針に関し

て「誇大」な言動を行うな， とか中央政府との連絡

をもっと密にしろ， など10項目記されているが， そ

のうち最後の項目は「従来教授職員ノ選任情実ニ流

レ老朽無能ノ人物ヲ収容セノレノ評アノレコト」とあり

「教授ノ選任及講師ノ嘱託ハ必ス各分科大学教授会

ノ議決ヲ経可ク総長若クハ学長ニ於テ専決スノレコト

ナキヲ期ス可シ」 とされていた。 続いて9 月に提 出

された2 通目の意見書は， 理工科大学（現在の工学

部と理学部）の教授5人から 出されており， そこで

は「方今欧米ニ於ケノレ学術上ノ進歩著大ナレハ学事

上諸般ノ経営モ年々新想ヲ顕出スルコト少ナカラス

故ニ学務ヲ統理スヘキ分科大学長ハ一人ニシテ長時
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ニ持続スノレハ進路ヲ過マノレノ虞アリ」 という理由で

官選制だ、った分科大学長（現在の学部長） を当該分

科大学の教授で互選するべし， と説かれていた。

ところで， 戦前期の東大や京大といった帝国大学

における大学自治関係の事件の争点は， 非常に荒っ

ぽくいえば， 大学教授の研究・言論の自由と， これ

と密接に係わる教授の身分をどのように保障するか

という問題， および総長や分科大学長といった管理

者の選任に際して学内の意向をいかに反映させるか

という問題とに集約することができょう。 前者の問

題は， 教授の任免は教授会の意思を尊重するという

慣行が成立し， 津柳事件において文部省がこの慣行

を公認するという形で一応解決するが， ではこの慣

行がいつごろから始まったのかというのは実はよく

分かつていない。 また， 後者の問題については， 総

長や分科大学長の互選制が導入されるようになる

が， 総長互選制が正式に開始された時期ははっきり

している（例えば京大では1919年5月に初めての選

挙が実施されている）のに比べ， 分科大学長の互選

はいつ始まったのか， やはり明らかではない。

1902年の2 通の意見書は， これら未解決の課題に

ヒントを与えてくれている。 意見書から， 1902年の

京大では， 教授会による教授の任免も分科大学長の

互選も行われていなかったこと， しかし創立してわ

ずか5年という時期に早くも内部からこれらの実現

を求める声が上がっていたことが分かる。 そして，

こういった声が， 大学自治の主唱者のようにいわれ

ている法科大学（法学部）だけでなく理科系の研究

者からも 出ていること， さらに総長批判の文脈のな

かで要求される場合もあったということも重要だろ

う。 すなわち， 創立期京大の「大学自治」とは， 一

人の総長や， 一部の先覚的な人物がリー ドして取り

入れられたというものではなく， 大学内外での様々

な批判やせめぎ合いのなかから少しずつ形作られて

いったものと見るべきではないかと考えられるので

ある。

戦前期の「大学自治」 研究は， 今後まだまだ深め

られるべきであるといえよう。

（西山 伸）



京大広報

創立期の陸上競技運動会

高いポーノレ， 翻る万国旗， 運動器具に競技者， 見

物人・一。 写真は， 1899（明治32）年4月4日に開催

された京都帝国大学の第 1回陸上競技運動会の模様

を伝えている（『京都大学七十 年史』にも掲載され

ている ）。 京大創立期の陸上競技運動会について，

新史料もまじえながら振り返ってみよう。

陸上競技運動会の主催は， 「会員ノ身体ヲ壮健ニ

シ其心身ヲ修養スノレJことを目的として設立されて

いた京都帝国大学運動会（会長は総長， 会員は学

生 ・卒業生 ・職員など） だ、った。 r以文会誌』によ

ると， 比企 忠理工科大学助教授などが中心となっ

て準備を進めたらしい。 当日は， 午前中にテニスの

試合， 午後には陸上競技を行った。 はたしてどのよ

うな競技が行われたか興味のあるところである。 残

念ながら第 1回のものではないが， 翌 1900 年の第2

回陸上競技運動会のプログラムが現存する。

これによると， 「ー 百メートノレ競走， 二 長飛，

三 二百メートノレ競走， 四 棒飛， 玉 市内諸学校

競走， 六 四百メートノレ競走， 七 第三高等学校競

走， 八 千鳥競走， 九 学土競走， 十 義勇旗競走

（隣県中学校）， 十一 綱引（第三高等学校生徒

本学学生）， 十二 啓発旗競走（隣県師範学校）， 十

三 千鳥競走（法科， 理工科）， 十 四 障碍物競走，

十五 槌拠， 十六 職員競走， 十 七 八百メートノレ

競走， 十 八 慰メ競走」となっていて， だいたいの

種目は想像がつきそうである（ちなみに最後の「慰

メ競走Jとは， 各種目で入賞できなかった者の競走

らしい ）。 また， 京大関係者だけでなく三高をはじ

め市内， 隣県の諸学校も参加しているのも特徴とい

える。

第 1回が行われた場所は， 写真に写っている図書

館の位置から考えると， 現在の時計台の北側， 法経

や文学部の建物のあるあたりだったと推測される。

なお， 翌 年の第2回からは現在の建築学教室や大型

計算機センターのあたりに造られた運動場で開催さ

れるようになった（この点， 『七十 年史』の記述は
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訂正の必要がある）。

さて， このような競技運動会はどのような目的で

開催されるようになったのだろうか。 運動会の会長

であった木下慶次総長の言葉は非常に明快である。

木下は， 第1回競技運動会終了後の茶話会での演説

や翌 年の第2回開催方針についての演説などで以下

のように説く。 諸学校の競技運動会の目的には大別

して「娯楽的ノモノ」 と「教育的ノモノ」 の二種が

あるが， 後者が 「ー学校ノ正当ナノレ行動ト認メラノレ

ベキモノ」であるとして， 他の学校の開催のあり方

を批判する。 木 下にすれば， 教育的競技会の目的

は， 「士気の振作」 および「体育の奨励」で、あった。

さらに木下は， 「学校ノ運動場ハ古者ニ於テ武芸ノ

道場ナリ競技ハ他流試合ナリ」と述べ， 競技におけ

る真剣勝負， 礼儀の重視を強く求め， 「荷モ大丈夫

ヲ以テ自期シ未来社会ノ標準タランコトヲ期スル人

士トシテ」 の自覚を促したのである。 近隣の諸学校

生徒を参加させたのも， 京大の競技運動会における

秩序を模範とさせるためだ‘ったのである。 前述のプ

ログラムを送付した案内状に「御来場ノ節ハ此案内

状御持参被下度又男子ハ洋服或ハ羽織袴御着用被下

度候也」と見物人にも正装をもとめたのも木下のこ

のような考え方によるものだったのだろう。

一見牧歌的にも見える倉lj立期の競技運動会にも厳

しい教育の意図が込められていたのである。

（西山 伸）

． 

． 



． 

． 

京大広報

朝 永三十郎の見 た 京大の学風

京都大学の創立期の頃の教官達は， 京都大学の学

風の特色を どのように見ていたのだろうか。 朝永三

十 郎が， 京大創立五十 周年を記念して草した文章が

あるので， みてみよう。 もっとも朝永が京大に来任

したのは明治40 年であり， 自分が勤務した文科大学

（現文学部） のことしか著していないという制約も

あるのだが， 初期の京大の学風を偲ぶ一つのよすが

にはなるであろう。

京大に文科大学ができたのは明治39年であり， 最

初の教授は狩野亨吉ら6人である。 朝永はこの創設

期の京大の文科大学の特質を東大との対比で次の三

点にまとめている（以下引用は， 朝永三十 郎 「京都

大学の恩ひ 出」 r時論』 第4巻第6 ・ 7 号， 時論社，

昭和24年， 適宜読みやすくあらためで ある）。

その第ーは， 古典， とくに東洋古典の尊重と西洋

新思想、の摂取との両方が目指されたということであ

る。

すなわち「東洋的古典に造詣の深い人々が多く集

められた。 」「印度哲学の松本文三郎， 支那古典の狩

野直喜」 「内藤湖南， 広く仏教及び和漢の古典に精

しい幸田露伴というような人々が極めて短期の聞に

網羅された。 」

「ただしこれと並んでまた， 西洋の思想、や文芸ゃ

について新しいことに非常に敏感で， 率先してそれ

をわが学界に紹介するということに強い関心をもっ

た哲学の桑木厳翼， 文学の上 田 敏等の諸氏があ

り， またアメリカ最新の実験装置を取り入れて新し

い実験心理学の研究と指導とに専念せられた松本亦

太郎氏等があった。」

「古典尊重と新しいものの摂取との並行は文化を

主要対象とする文科大学として当然のことと考えら

れるのであるが， 当時はそれほ ど明確にその必要が

意識され実行されていなかったと思う。 」

ここで朝永は， 明らかに当時の東京大学の文科大

学にはこうした「並行」 がなく， その「意識」 も

「実行」 もなかったことを批判しているのである。

そして， 次のような重要な指摘が行われる。

「この古典と新思想との結合という理念は， 私が

属する哲学科だけについて言えば， 西 国 哲学という

ようなものとなって実を結んだのであった。 」
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古典重視と新思想、の積極受容とのブレン ドが， 西

田幾多郎に代表される京都学派の哲学を生んだー要

因として指摘されているわけである。 両者の重要性

は誰しもよく知っているつもりではあろうが， 古典

重視は往々にして生きた現実と何のつながりももた

ない「訓詰学」を生みがちであり， 新思想摂取はた

んなる「紹介屋」 を生み 出しがちなことも事実であ

る。 まして両者の適正なブレン ドは言うほ どにやさ

しいことではない。 朝永のこの言は今日でも頂門の

一針として受けとめられるべきではないだろうか。

自戒とともに著しておきたい。

さて， 第二の点について朝永は次のようにいう。

「著しく目に立ったことは， 学歴や教歴を全然無視

して， 操制人（ジャーナリスト）とか文芸人とかの

中 から思いきって人材を簡抜せんとしたことであ

る。 内藤湖南氏や幸田露伴氏の招轄のごとき当時に

あっては非常に型破りのことであった。 」

これが， 当時としてはいかに「型破り」 であった

かの証拠として， 朝永は内藤湖南招聴にまつわる著

名なエ ピ ソ ー ドを紹介している。 すなわち， 狩野文

科大学長の奔走にもかかわらず， 内藤が学校教育の

経験のない新聞記者だというのでその教授就任に対

して文部省の承認が 出ず， やむなく2年ほ ど講師を

してから， ようやく教授となったという経緯であ

る。 当時の文部省の閉鎖的な教官人事慣行を批判し

つつ， それに対して京大の文科大学が果敢な抵抗を

試みるだけの斬新さと気慨をもっていたことを朝永

はいっているのである。 こうした傾向が， 後の津柳

事件や瀧川事件な どの大学の自治をめ ぐる一連の京

大事件を生み 出していったとみることもできょう。

「東大の慣例を破った第三の事例として， 東大で

は西洋文学の教授はすべて当該国人に限り， 日本人

はただ講師として置くということになっていたので

あるが， こちら（京大）では教授を日本人として西

洋人はただ講師とすることにしたことである。 」

これは， お雇い外国人に頼るのではなく， できる

だけ日本人自身の手によって西洋学の研究ができる

ようにならなければいけないという意志の表明で

あった。 今日ではむしろ思い切った外国人の登用の

方が課題といえるかもしれない。



京大広報

以上， 1. 古典重視と新思想摂取のブレン ドによ

る清新な学の確立， 2 . ジャーナリストなど経歴を

問わない人材の登用， 3. 外国人雇用に関する斬新

な施策， の三点を朝永は京大の新学風として総括し
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ているわけである。

朝永が今日の京大を見た ら ， これ らの諸点につい

て何というだろうか。

（筒井 清忠）

． 

． 



京大広報

岡 田良 平総長と法科大学

岡田良平 (1864 ～1934 ）は， 京都帝国大学の第2

代総長である。 初代総長木下贋次の辞職 (190 7年 7

月）後， 後任には世上しきりに人選難が伝えられ，

学習院御用掛の職にあった岡田が新総長に任命され

たのは， 同年10 月のこと。 やっと決定した新総長に

は， その手腕に大きな期待が寄せられたが， しかし

岡田総長が在任したのは結局， 翌 190 8年 9 月まで

の， わずか 1 年足らずのことであった。

岡田の生家は遠州掛川の代表的「豪農Jとして知

られ， ことに父の岡田良一郎 （1839 ～1915）は報徳

社の指導者として著名， 弟のー木喜徳郎 (1867 ～

． 別4 ） も東大法科教授にして同時に官界に活躍， 枢

密院議長も務めた法学者 ・ 政治家。 当の岡田良平

も， のちに文部大臣を歴任した敏腕の文部官僚・政

治家である。 ところで， この岡田の赫赫たる経歴の

中で見れば， 僅かな一時期にす ぎ、なかったともいえ

る京大総長時代について， わが京大に残された評判

は， はなはだ芳しくない。

． 

試みに『七十 年史』を開くと， 「岡田は歴代総長

中でももっとも官僚臭が強く」 「自由主義的な教授

連には歓迎されず」 などとある。 ことに岡田総長と

法科大学教授 陣との不和については， 「イ云説Jと

なった観のある， さまざまな逸話が存在する。 例 え

ば， 次のようなもの。

その 1 岡田総長は， まるで小学校の校長か専門

学校あたりの学生監のように， 教授の授業参観をや

るので受けが悪かったが， 岡村 司 （民法）は， 講

義中に総長が入ってくると， 講義を止めてさっさと

引き上げてしまったり， またある時は「ここは俗吏

の来るところで、はない」と面詰した， という。

その2 総長が法科大学教授と親睦を図る必要が

あるというので懇親会を催したとき， 総長がその席

に現れると， 総長が 出席するとは知らずにいた勝本

勘三郎 （刑法 ） は， ツ ト立ち上がって， 「総長はど

ういうつもりでこの会に 出席するのか。 ここにいる

ものどもを人間だと思って来たのか。 これらは皆天

狗 で、すぞ」 と邦撤した， という （『瀧川教授事件』

1933年）。

このほかにも逸話はあるが， とにかく法科大学の

猛者連に総長がやりこめられ， たじたじ， といった
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様子である。 しかし， なかなかどうして岡田も， 向

う気の強さでは決してひけをとらなかったはずの人

物。 文部省の総務長官時代には， 同僚の普通学務局

長津柳政太郎と， しばしば火の出るような激論を戦

わせたというし， また自説を固持して， 時の文部大

臣に喰ってかかることも一再にとどまらなかったと

いう （『岡田良平先生小伝』1935年）。 以下に紹介す

るのは， 『京都法学会雑誌』（第2巻第10 号）の「会

報」に載せられた， ある情景の記述である。

190 7 （明治40 ）年10 月27日に法科大学では， 恒例

の学術講演会である「法学会大会」 が催された。 岡

田総長は， 同月赴任したばかりであったが， 講演開

始に先立ち登壇して， 居並ぶ法科大学教授陣・ 学生

たちを前にこう演説を始めた。

「大学において， 毎日の講義とは別に， こういう

講演会をもっとはまことに結構なことである。 こと

に， 京都大学の 出身者は往々にして世故に暗く礼儀

をわきまえぬ者が多いと聞いているが， これはその

弊を矯めるにもよい機会であろう。 講演のテーマに

時事問題を掲げ論難討究の目的とすることも可とす

べきで あ る。 ただし， ここに注意すべきことが あ

る。 第ーに， 問題の討究は あ くまでも学術的で あ

り， 学理的に可否得失を論ずるにとどめ， その実行

や結果の実現は学者の職分ではないことをわきまえ

ねばならない。 また時事問題といっても天下国家を

論ずるのはよろしいが， 区々たる地方的政争問題に

首をつっこんでは， 当局施政の障害となるうえに，

学者の品位を保つ所以ではない。 第二に， 外交問題

は絶対に取り上げてはならない。 外交は由来隠密を

尊ぶものであり， 局外の者が無益な謬論をなしてま

きちらす害は， 計り知れないものだからである。

． 」

これを聞く法科大学教授連の， 苦虫を噛み潰した

ような顔が， 目に浮かぶ思いがする。 のっけから，

京大出身者は世故に暗く礼儀を知らず， などとくる

が， とにかく総長は， 学問研究にも制約があること

を心得よ， と教授連に説教しているのである。 外交

について学者は口を 出すな， とは， 明らかに戸水事

件を念頭に置いたもの。 さらに総長は， 次のように

言葉を継いで演説をしめくくった。



京大広報

「実に去る16日， 不 肖 総長の命を受けて以来， 日

夜念頭 を離れない問題は， 世間に誤解の多いこの法

科大学の評判をいかにして高め， これを隆盛ならし

めんかということである。 しかしさきほどより， 法

科大学長から話 を聞いて余の考えと一致するのを知

り， 衷心歓びにたえないものである。 ・ 」

法科大学に対する世の「誤解」 とは， 当時， 京大

法科卒業生の「成績不振」がさかんに取り沙汰され

ていたことを指している。 その結果， 法科大学では

同年5月に規程を改正し， 創設以来学生に課してき

た卒業論文の制度 を廃するなど， 教育方針の一定の

転換 を余儀なくされ， まちがいなく教授たちは， あ

る種「苦い思い」 を味わっていたところであった。

総長の発言は， 教授陣の感情のデリケートな部分を

刺戟もしただろう。 さて， 以上の情景を眺めてくる

と， 伝えられる総長と法科大学の不和とは， 総長の

方から売った喧嘩， と思えてこないこともない。

法科大学のみならず， 当時の京大の各分科大学

は， 毎年， 入学者数が定員割れし， 大学全体の「不

振」も噴かれる状況にあった。 しかし期待 を担って

登場した岡田新総長が， 自ら教育方針として標楊し
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たのは「我が大学に在っては， 勉めて人物修練の事

に重き を 置か ざるべからず」 という徳育重視であ

り， 具体的には寄宿舎の管理強化といったものであ

り（『教育時論』 812号， 190 7年11月5日） ， これは，

京大の気風とついに相容れなかったといわれてい

る。 また総長に反発したのは， 決して法科大学だけ

ではなかったと見られる。 百年史編集史料室には，

幸い， この時代の京都倍大についても， 従来知られ

ていなかった関係史料が少しずつ集められつつあ

る。 岡田総長の 1 年間は， 本学にとって（津柳事件

の伏線としても） かなり重要な意味 をもっ転換期で

あったといってよかろう。 今後の検討を通じ， さら

に鮮明な像をとりむすび得ることを期したい。

付記 ： 岡田総長退職時の経緯について、 西山 伸

「一九O 八年京大岡田総長退職事件」（朝尾直弘教

授退官記念会、 『日本社会の史的構造』 1995年、 所

収） が新事実 を明らかにした。 『百年史』総説編で

もこれにもとづいて記述している。

（伊藤 孝夫）

． 

． 



． 

． 
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京都帝国大学以文会と学生集会所

京都大学において以文会といえば， 文学部が創立

五十 周年を一年後に控えた昭和30年 (1955) 4月

に， 有名無実の存在となっていた同窓会の京大倶楽

部（昭和 8 年4月創建）を再建した際に改称されて

今に続いている「京大以文会」を指すことになって

いるようである。 文学部の職員と 出身者を会員と

し， 所属学生を準会員とする「京大以文会」は， 毎

年秋に会誌 『以文』（第3号までは 『京大以文会会

報』と称した） を発行して随想， 追悼文や教室だよ

りなどを掲載し， 最新号は第38号となっている。 以

文会という会名は， 『論語』顔淵篇の「曾子日， 君

子以文会友， 以友輔仁（曾子いわく， 君子は文を以

て友を会し， 友を以て仁をたすく ）J という有名な

簸言を 出典とするので， 同じ名称、をもっ親睦会がほ

かに存在しても何ら不思議ではない。 それにして

も， 京都大学の創設期に全学の親睦団体として「京

都帝国大学以文会」があって 『以文会誌』を発行

し， 現在の同学会の前身に当たるという史実はあま

り知られていない。 この以文会は， 法科， 医科， 文

科， 理工科の各分科大学に所属する学生のみなら

ず， 職員と卒業生有志を会員としていたのである。

「京都帝国大学以文会」 の会名は幸田成行（露

伴）講師の命名にかかるが， その簡略な沿革は， た

とえば 『京都大学概覧 昭和廿 二年』の同学会の項

に， 「同学会は学生を中心に相互の親睦を計り， そ

の生活全般の発展向上を目的とした団体である。 古

きに糊れば明治三十二年十二月運動会として誕生

し， 四十 二年九月に大学全般の親睦を意図した以文

会が成立した。 大正二年三月にはこれ等を併合した

学友会が組織され， 又昭和十六年四月大学通則を改

正し， 教育の補助機関として， その名称、も同学会と

改められたが， 更に二十一年十二月に至り， 同学会

は根本的に改組され， 全学生の自治団体として新発

足をした」 と見える通りである。

ところで， 現在では学生の課外活動の施設のーと

して， 音楽部交響楽団などの練習場や合唱団， 書道

部， 囲碁部 な どのクラブBOX に活用されている

（学生集会所） は， もともとは以文会が活動する会

場として， 明治44年 (1911) 1 月末に新築落成され
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たのである。 同年4月刊の 『以文会誌』第3号に，

正式には学生控所と称された木造二階建ての「学生

集会場」が田中通（現東山通）近衛上ノレ東側の元法

医分教室の跡に新設された次第と， その開場祝を兼

ねて階上で開かれた以文会大茶話会が総長菊池大麓

をはじめとする870余名の参加者をえて盛大に挙行

された模様を， 詳細に記録している。 なお， 学生集

会所の東南に隣接する楽友会館は， 大学創立二十五

周年記念事業のーとして， おもに職員と卒業生らの

使用に供するために建設されたのであるが， 時あた

かも関東地方を襲った大震災の災害状況に鑑み， 鉄

筋 コンクリート建築として設計され， 大正13年

(1924) 5月に竣工した。 「楽友」 の名は時の総長

荒木寅三郎の命名によるもので， r礼記』学記篇の

「楽其友市信其道」 を出典としている。

以文会という会名が由来した「以文会友」 なる四

字句は， 学内や圏内の親睦あるいは文化交流を標梼

するに止まるものではなく， ときには国際交流の際

にも用いられる。 昭和3年（1928）に中国から来日

して， 囲碁界に新風を吹き込んだ呉清源が， （現役

引退披露・ 古稀・ 来日五 十五周年記念 出版） と銘

うった回想録を， 『以文会友』（白水社， 1984年）と

題したのは， その一例である。 京都大学人文科学研

究所の前身のーである独逸文化研究所は， 昭和 9 年

(1934 ）に， 当時の日独両国における政治社会状況

の近接を背景として設立されたが， 東一条交差点の

西北隅に新築された所屋の正面玄関の上に掲げられ

た木製肩額にも， 元首相の清浦杢吾（1850～1942

年）の揮事にかかる 「以文会友」 の四字が刻されて

いた。 京都の地に独逸文化研究所の創設を提唱し尽

力 し た の が ， f青 浦 だ っ た の で あ る 。 村 野 藤 吾

(1891～1984年）の初期の設計作品にかかる漏酒な

所屋は， 人文科学研究所の分館として引き続き使用

されていたが， 老朽化して危険となったこともあ

り， 改築のために取り壊された。 ただし「以文会

友」 の四字額は， 昭和51年（1976）に落成した新館

の二階談話室に掲出されている。

（嘱波 護 ）
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草創期学生運動の群像

大正 6 (1917）年3月1 日午後 7 時， 綾部町長楽

座において聞かれた「立憲思想普及会Jの政談演説

会の壇上には， 高山義三 ・ 田万清臣・古市春彦・津

田元一 ・ 阪内正行の， 京大法科大学生5名の姿が

あった。 弁論部の学生でもあった彼らは， 大学を飛

び 出して， 時の寺内「非立憲」内閣に非を鳴らす遊

説活動を企てたのであった。 当日， 来会者はおよそ

400 名， 5人はいずれも現政府反対の雄弁をふるい

喝采裡に11時に閉会した， という（3月4日 『京都

日 出新聞』）。 しかし， 次なる演説会を予定して， 5

日に宮津に至った学生たちのもとへ， 大学から帰還

を命ずる電報が送 付された。 学生たちはその後の遊

説予定を中止して 7 日に帰格， 8 日午後1 時より山

本良吉学生監のもとに 出頭して取調を受けた。

こ の間， 京大学生「政談演説事件」はすでに新聞

各紙の伝えるとこ ろとなっていた。 問題の要点は，

学生たちの行動が大正3 (1914）年に文部省が発し

ていた学生演説取締の内訓に反するというもので

あったが， しかし学生たちの処分の是非をめ ぐ、つて

は大学内に賛否両論があった。 当の法科大学では，

市村光恵ら 「少壮教授」が「絶対自由主義Jを唱え

て処分不可の立場であり， 中島玉吉法科大学長は，

学業僻怠， 学生の本分に背馳するという点において

今回の行動は問題， とする立場と伝えられていた

(4日『大阪毎日新聞』）。 また 8 日午前には雄本朗

造・佐々木惣一両教授が山本学生監と懇談するとこ

ろがあったという（ 9 日『大阪朝日新関心 。 結局，

8 日午後の取調の結果， 当初懸念された， 学生たち

が特定の政治団体から金銭的援助を受けていたので

はないかという点は， 事実無根である こ とが判明し

たので， 大学当局は， 処分としては最も軽い「司｜｜

戒」で決着をつけるこ ととなった。

しかしなお問題は評議会の議題となり， 8 日の評

議会では， 学生の政談演説は今後「大体ノ方針トシ

テ之ヲ禁止」する こ とが協議され， 15日の評議会で

は， 各分科大学長より「学生生徒ニ シテ政治運動ニ

従事スルハ学業憐怠秩序素乱ニ流 レ 易キヲ以テ之ヲ

禁止」する旨の訓示をなすこ とを決定し（以上， 評

議会議事録）， 法科大学では翌 日日， 中島学長が学

生一同を大教室に召集して訓示をなした。
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田万は戦後の『有信会誌』創刊号 (1954年）に，

こ のとき処分をめ く守って， 荒木総長にじきじきに呼

び 出されたが， 反対に総長をやり こ めてやった， 等

という回想記事を寄せているが， 真偽のほどは少し

疑わしい。 しかしこ れらの学生たちが， こ の処分に

ちっとも懲りなかったこ とは明白で， 高山は同年5

月の友愛会京都第一支部結成にあたって， 学生とし

てその支部長に就任するに至り， さらに翌 大正 7

(1918）年には， 高山らに， 後輩でやはり法科大学

生の水谷長三郎らを加えて「京都労学会J が結成さ

れた。 東大新人会や早大建設者同盟にも先立つ， 日

本学生運動の源流とでも表現できる団体である。 な

お， 高山らのその後の経歴は周知の こ とと思うが，

念のため 付記すると， 高山は京都市長（1950 ～66

年）， 田万は衆議院議員（1936 ～45年， 当選3回），

水谷は昭和3 (1928）年の第1回普選で京都1 区か

ら衆議院に当選（以後当選12回）， 片 山・芦田両内

閣の商工相である。

労学会の消滅以後， 京大学生運動の中心になった

のは社会科学研究会である。 しかしこ の社研に襲い

かかったのが， 大正15 (1926）年1月の一斉検挙，

すなわち， 治安維持法の最初の適用事件である「京

都学連事件」 であった。 検挙者のなかには， のちの

民族学者・石田英一郎， 憲法学者・鈴木安蔵らがい

る。 さらに昭和3 (1928 ）年の3・15事件も社研関

係者の検挙をもたらし， 同年4月18日， 京大大学当

局は， 社研に解散命令を下した。

昭和3年当時， 水戸高校の3年生だ、った宇都宮徳

馬と水田三喜男は， 学連本部から要請を受けて， 社

研再建のため京大に入学した（宇都宮は経済学部 ・

水田は法学部）。 彼らは， 和田耕作（経済学部）， 勝

間田清一（農学部）らとともに社研の再組織にあた

り， 大学側からは非公認の団体のまま， 講演部や新

聞部と結びついて積極的活動を展開したが， 翌 4

年， 4・16事件の後， 学連解体のあとを追って， 12

月には最終的に京大社研も解体した。

のちの池田・佐藤両内閣の蔵相水田も， 学生時代

は間違いな く マノレクス・ ボーイであった。 勝間田

は， 国会質問のとき， 水田に対しては昔の友情で遠

慮した， という。 （伊藤 孝夫）

． 

． 



． 

． 
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荒木寅 三郎総長 の 宣誓式告辞

平成 6 年 (199 4) 4月 に挙行された京都大学の学

部入学式における「総長のことば」 （『京大広報」

No.465）で， 第22代総長の井村裕夫は入学生に対し，

京都大学の特徴をよく知り， 独特の学風の中で大い

に自分を啓発してほしいと述べ， 97年前の明治30年

(1897）における最初の学生の宣誓式 （入学式）で

初代総長木下慶次が述べた訓示の趣旨， つまり自発

自得 （自ら意欲をもち自分で学ぶ）が京都大学の教

育方針であることを再確認した。 そして京都大学の

学風として法科大学 （現在の法学部）における自発

自得をめ ざした教育法に言及したあと， 文科大学

（現在の文学部）における初期の教授の役割もまた

大きかったとし， 初代の学長 （文学部長）であった

狩野亨吉が， 学歴や経歴にとらわれず有能な人材を

採用したことを高く評価し， その一人でジャーナリ

スト 出身であった東洋史学の内藤虎次郎 （湖南）の

在野精神， 旺盛な好奇心， そして独創性が京都大学

の学風そのものであると力説した。

井村と同 じく医学部教授から総長となった第16代

の平津 興は， 『京大史記』 （19 88年）の巻頭言「京

大の創立九十周年に想う」と， 早石 修らとの座談

会 「 医 学 を 語 る 」 の 官 頭 の 双 方 で ， 大正9 年

(19 20） に入学した時に荒木寅三郎総長が述べた式

辞に， まるで電気に打たれたように感動し， 氏の生

涯のうちで， あれほど感動した講演はなく， その時

の言葉はいまだに頭に残っている， と述懐してい

る。 かつては宣誓式とよばれた入学式の告辞は， 感

受性ゆたかな青年たちに新鮮な感動を与えがちで

あったろうが， それにしても平津の表現はオーバー

ではないか， と思われるかもしれない。 しかし当時

の史料に照らしてみると， 荒木の宣誓式告辞は京大

人のみならず， 世間的にも注目の的だったらしいの

である。

いわゆる津柳事件の一年あまり後の大正4年

(19 15) 6 月 に， 医科大学学長 （医学部長）を12年

間務めていた荒木寅三郎が総長に就任した経緯につ

いては， 当時の西洋史学の教授坂口 昂のr鉄史斎

日記』 を駆使した松尾尊先「沢柳事件始末」 （『京都

橘女子大学研究紀要』 第21号， 199 4年）に譲るとし

て， 荒木は昭和4年 (19 29 ) 3月 に新城新蔵に交代
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するまで， 14年もの長期間にわたって総長職に在任

したあと， 更に学習院長を8年も務め， 昭和17年

(19 42) 1 月 に枢密顧問官のまま77歳の全生涯を閉

じる。 荒木の逝去直後に企画された知友門下生によ

る詳細な伝記の刊行は， 15年後に古武禰四郎著 「荒

木 寅三郎』 （伝記刊行鳳会， 1957年11月 ）として陽

の目をみ， その前後に富田雅次「鳳岡荒木寅三郎先

生」が 『東京医事新誌』 (1957年5月 －58年7 月 ）

に11回にわたって連載された。 鳳岡は荒木の雅号で

ある。 両伝記ともに， 荒木の宣誓式告辞について特

筆し， 例えば大正 6 年 (19 17) 9 月 の告辞の全文が

『大阪朝日新聞』 に掲載されたばかりか， 9 月 29 日

の同新聞の社説が「荒木総長の訓示」であったとし

て， その社説の全文を転載している。 荒木自身も，

これらの告辞をいかに自負していたかは， 新旧総長

更迭式における挨拶で「学生諸君。 諸君が学生とし

て行うべき事は， 歴年の新入学生宣誓式に於て， 御

話致しました。 今更特に 申 上ぐべき事はありませ

ぬ」と述べていることに明らかであろう。

ところで， 創立期の京都大学教授陣の特色を縦横

無尽に論じた文章として， もともと 『読売新聞』 に

連載された明治36年 （19 03 ）刊の斬馬剣禅r東西両

京の大学』 (19 88年に講談社学術文庫として再刊）

は有名だが， 連載が翌 年も続いたことは余り知られ

ていない。 翌 年の 1 月 10日以後に連載された「青山

三浦対荒木」の項に若かりし荒木の人物評が数回に

わたって掲載された。 そのうちの「おでこ馬鹿なし

荒木の多 才」 の条に「彼れに於て尤も多とすべき

は， 彼れの智 識の決して其専門に限られ ざるにあ

り。 彼れは其専攻学科の医化学に於て既に海内無敵

なるの上に， 亦歴史， 漢詩等に於て， 多大の趣味を

有せり。 殊に彼れの作詩の伎何の如き， 実に近来の

逸材と称するに足る」とある。 総長時代の十 余年，

毎年 1回か2回， 円山公園内の左阿禰楼 （清風間 ）

に狩野直喜・内藤虎次郎 ・鈴木虎雄 ・長尾雨山と

いった鋒々 たる詩友を招いて雅会を聞き， 詩の応酬

を行った荒木の詩人としての評価については， 没後

に書かれた鈴木虎雄 「鳳岡先生の漢詩文について」

（前掲 『荒木寅三郎』 所収） に詳しい。

昭和5年 （19 30) 11月 に荒木前総長記念事業会か
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ら二冊の本が刊行された。 13回分の宣誓式告辞の全

文を収載した洋装本の 『勧学語』と， 線装本の漢詩

文集 『鳳岡存稿』 である。 座談の折にしばしば王安

石の万言書を激賞していたというだけあって， 『勧

学語』 所収の告辞は何れも理路整然として論旨明断
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であり， 狩野・ 内藤・ 鈴木の序を冠した 『鳳岡存

稿』には， 鈴木の示した韻を用いて欧州旅行に向か

う内藤虎次郎を送別する漢詩も収められている。

（稿波 護 ）

． 

． 



． 

． 
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昭和 初期京大の入学試験

� 

昭和 3 年 頃の学生

戦前のわが国において大学への入学に伴う競争

は， 全般的には高等学校への入学の場合に比べて激

烈 で、はなかった。 例えば昭和5年において募集定員

に対する入学志願者の倍率は， 官立高等学校の平均

が6倍であったのに対して， 帝国大学の平均は1 .7 

倍に過ぎない。 帝国大学に官立単科大学 を 加える

と， 当時その募集定員は高等学校の年々の卒業者数

を上まわっていたのであり， 上記の帝国大学の入学

倍率も第二次， 第三次の募集における志願者数を含

めた数字に他ならない。 大学の学部， 学科の中には

第一次の募集では志願者が定員に満たぬところも多

く ， 高等学校卒業者が無試験で入学できた例は少な

く ないのである。

しかし他面， 大正中期以降の高等学校の相次ぐ増

設の結果， 東京帝大や京都帝大では入学志願者が急

増し， 昭和期に入ると入学競争率が著し く 高まった

ことも事実である。 元来高等学校卒業者には帝国大

学への入学資格が与えられており， 大正11年以降は

「京都帝国大学通則」 にも高等学校及び学習院の高

等科文科卒業者は法 ・ 文・経済学部に， 同理科卒業

者は医・工・理・農学部に優先的に入学でき， 志望

者が定員を超過する場合のみ選抜試験を行うことが
明記されていたのであるが， 今や第一次の募集に

よって志願者が定員を上まわり入学試験を実施する

学部や学科が俄に増加するに至ったのである。 「京

都帝国大学新聞』の記事によると， 昭和3年から16

年までの14年間において， 工学部の大多数の学科と

医学部では毎年， また理学部と農学部の一部の学科

でも大多数の年に， 入試を行づている。 文学部でも

昭和3 ～10 年には一部の学科， 専攻で毎年入試が行
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われた。 中でも医学部は昭和10 年まで競争率が常に

2倍以上， しばしば3倍に達する最難関であった。

これに対して法学部は昭和5' 14, 16年の3回， 経

済学部は昭和10 , 14 ～16年の4回しか入試を行って

いないが， とれは両学部で第一次志願者が定員に満

たなかったためでは必ずしもな く ， むしろ定員を

少々オーバーしても志願者全員を入学させる方針を

採っていたためである。

ここで昭和10 年における入試の実施状況を， 同年

2 月21 日 付および3月3 日 付のr京都帝国大学新

聞』によりながら， より詳し く 見てみよう。 この

年， 2月15日 を以て締め切られた第一次の入学志願

者は総数1 ,932名に上ったが， これは戦前における

最多記録である。 法学部では定員を約150 名超える

志願者を無試験で全員入学させるが， 他の6学部で

は入試が行われる。 まず 医学部では3月15, 16両

日， 化学， 動植物， 外国語， 数学， 物理の各科目に

ついて入試を行い， 農学部では3月 16, 17日， 農林

化学・農林生物両学科の入試を物理， 化学， 動物植

物， 外国語について行う。 また 「近来稀にみる入学

志願者の激増を来した」 経済学部では， 3月17日に

論文， 欧文和訳， 国史の試験を実施する。 その他の

学部の試験日と科目は2 月 21日時点では「未定」で

あり， その後3月初めまでに発表されたが， 理学部

では3月15日に宇宙物理学科と化学科の入試 を行

い， 科目は前者が数学， 物理， 口頭試問， 後者が数

学， 物理， 化学である。 文学部では入試があるのは

国語国文学専攻だけであり， 3月18日に国語， 漢

文， 外国語の試験が行われる。 最後に志願者が定員

の約2倍に達した工学部では， 7 学科共通で数学，

物理， 化学， 図画の試験を3月 14, 15両 日 実施し，

翌 日面接を行う （なお外国語試験は各学部とも英 ・

独・仏語のうち一つ を選択する）。 以上， 昭和10 年

には法学部 を 除 く 全学部で選抜試験が実施された

が， しかし試験を行った学部の中でも文学部や農学

部では学科によって定員割れが生じており， その充

足のために第二次募集を行った。 その 出願期限は3

月末， 試験日は4月 初めであった。 このように当時

においては， 入試の期日や科目の発表から試験日ま

で、の期間が極めて短かった （時には昭和5年の法学
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部の入試のように試験科目を当日試験場で発表する

場合もあった）が， しかし試験科目は実際には毎回

そう変わらなかったから， 受験準備はさほど困難で

はなかったのではないかと思われる。 なお2月15日

という第一次の願書締切日， 3月15 目 前後という試

験期日， 3月末の第二次願書締切りは帝国大学問で

大体統一されており， ま た第一次募集時に二つ以上

の大学， 学部に同時に 出願することを阻止するため

に願書は 出身高校を経由して提 出することになって

いた。
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以上のように， 昭和初期には大学全体で入学志願

者が着実に増加し入試競争が激化する一方で， 学部

聞や学科聞の競争率の開きが拡大しつつあったが，

この傾向は昭和11年以降一層顕著になる。 この時期

には志願者数は全学的には減少に向かうが， 戦時体

制下での政府や産業界の要求を反映してであろう

か， 工学部がコンスタントに多数の志願者を集めて

おり， ま た経済学部と法学部も根強い人気を保って

いる。

（服部 春彦）

． 

． 
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「漫画日記』 に 見 る 京大

本学の故田村雄一名誉教授が若い頃に描かれた

『漫画日記』という史料がある。 ここでは， このう

ち数点を紹介して19 30 年代前半の京大の様子を見て

みよう。

田村氏は190 4（明治37） 年生まれ， 京大工学部電

気工学科を卒業， 19 33（昭和8） 年理学部地球物理

学教室の助手に就任， 講師， 助教授を経て1957（昭

和32） 年教授， 1968年に退官され， 1981年に逝去さ

れた。 雷雲の専門家だった。 田村氏は， 水彩画を趣

味にされていて， 19 31（昭和6） 年から翌 32年にか

けての一時期に， 旅行記， 京都の町の風景， 大学の

． 様子などを丁寧に描かれたのが 『漫画日記』 であ

る。

． 

例 え ば， 19 31年12月 7 日に開業した学生食堂の様

子を描いた絵がある（写真 1 ） 。 学生食堂は， 学友

（ 写真1 ) 

会共済部の運営によるもので， それまで本部地下に

あったが， 手狭になっていた。 そこで， この年の10

月以来法経教室の改造が進められ， 食堂として使わ

れるようになったのである。 当時の学内建物配置図

によると， 現在の時計台の北側， 中庭の西の方に位

置していた。 r京都帝国大学新聞』をひもといてみ

ると， この食堂は大混雑だったようで， 収容人員

250 名前後のところ， 朝食・昼食・夕 食それぞれ毎

日400 ～600 名前後の学生であふれていたらしい。 絵

を見ても分かるが， 新しい食堂はセノレフサー ビス制

をとっており， イメージとしては現在の食堂に近い

ともい え る。 それに， これも絵から分かることだ

が， 天井も高く， 従前の地下食堂とくらべ， いくら

かゆったりした気分で食事をとることができたので

はないだろうか。 地下食堂は r漫画日記』 でも評判

が芳しくなく， 真夏に食事している学生が皆 「アツ
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イ」 「 アツイ」「アツイ」と連呼している絵や， 文部

省主催の思想問題講習会のため 「地下室食堂混雑ヲ

キ ワ メ ヒルメシヲ食フニ都合 ワ ノレシ」と注記された

絵などもある。

ところで19 31年といえば， この年9 月に柳条湖事

件が起こり， 長い対中国戦争に日本は足を踏み入れ

ることになる年である。 『漫画日記』にも奉天での

日中両軍の衝突が描かれているし， 9 月23日の活動

写真を見た日の絵には， 気をつけて見ると映画館の

前に 「満州事件特別上映」と書かれた立看板が分か

る（写真 2 ） 。 このほか， 五・ ー玉事件など暗い世

（写真2 )

相を映し出した絵もいくつか見られる。 前述の思想

問題講習会も， 時代を反映させたものであろう。

しかし， 『漫画日記』 でいちばん多いのは当時の

教官や学生の生き生きした姿である。 「 九月七日

長谷川助教授の夏」 と題された絵には（長谷川助教

授とは， のち地球物理学教室の教授となる長谷川万

吉氏のこと） ， 「明石」で泳ぎ， 「玉」（ ビリヤー ド）

で遊び， 「宝生流謡 一週間二回 ソノ他臨時モアリ」

「 昨 夜ハ一時半マデ、麻雀」「時ニハ飲ム」とあり，

思わず微苦笑が浮かんできてしまう（写真3 ） 。 も

ちろん当時の研究者が遊んでばかりいたわけでは決

してなく， 「物理の根本問題がわからんのぢ や」 と，

田村氏が友人から深刻な議論を持ちかけられた様子

もちゃんと描かれている（写真4） 。

人々 の姿は生き生きとユーモラスに， 風景などは

しっとりと描写されている 『漫画日記』 は， 一般の
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（写真3 )

写真による記録とは違った角度から京大の情景を私

達に伝えてくれているといえよう。

（ 写真4 )
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" I 

（佐々木 丞平）

． 

． 
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瀧 川 文庫 に あ る 京大 （ 瀧川 ） 事件関

係記事のス ク ラ ッ プ ブ ッ ク

瀧川幸辰の旧蔵資料から成る瀧川文庫の中に，

1933 （昭和8）年4月から1934年5月に至る聞の京

大（瀧） I ［ ）事件関係の新聞・ 雑誌の切り抜きや電報

などの貼つで ある， 4冊のスク ラ ップブックがあ

る。 第1 冊目の最初のページには， 1933年4月15日

付『京都日出新聞』 夕 刊の「法学生の教材 突如，

発禁となる」という記事 L 大畑書店よりの発禁を

伝える電報 「トクホン イマ ハツキンナツタフ ミ ス

ノレ」 が貼ってある（トクホンとは 『刑法読本』のこ

とである ）。 電報の宛名は「ヤマ シナマ チ ヒノオカ

． 二八 タキカ ワ コウ シン」 で， 受信局の日付は昭和

8年4月11日である。 ちなみに， 瀧川文庫にある瀧

川幸辰の名刺の裏面には， YU町fOKI T AKIKA WA 

とあるから， 通常タキガ ワ と発音される姓は， タキ

カ ワ と読むのが正しいようである。 大畑書店からの

電報としては， 第4冊目に も 同年 9 月6日付受信局

印のある「マタハツキンナツタオオハタ」 という も

のがある。

． 

新聞（英字新聞 も ある）の切り抜きの部分は今日

図書館でみることのできる も のが多いが， 『婦人の

友』（『婦人之友』カ ）1933年 9 月号の「盛夏より新

秋へ」 という文章（口述筆記なのか も しれない ）

や， 瀧川夫妻の写真， 春雄さん（16歳 ）， 万理子さ

ん（14歳 ）， 栄子さん（12歳 ）は海へ行っておられ

なかったので写真に入っていただけなかったという

旨の一一瀧川家の家族構成がわかる一一編集部の文

章は， 従来あまり知られていない も のである。 瀧川

はここで「私は十 年このかた， 職務の都合で秋の一

ヶ月を東京で、送って居たため， 京都の秋を楽しんだ

ことがないのです。 今年の秋は名実共に， あらゆる

拘束から離れましたので， 秋の京都を満喫したい心

組です。 ー ・ ー ・ ・ 思へば大学教授は責任の重い職業でし

た。 新秋の大気を一杯吸込んで， 新しい学究生活に

はいりませう」 と述べている。 他に も ， 『朝日グ ラ

フ』の風刺画が貼つであるページ も あり， その絵を

みると， 小西総長と鳩山文相が瀧川教授を双方から
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引き合っていて， 真中に， 「崇徳院 瀬を早み 岩

にせかる 〉 瀧川の われで も 末に あわんとぞ思

ふ」と書いてある。

研究者が大きな関心を寄せるのは， 瀧川の書き込

みがないか， ということである。 とくに自 己の心情

を吐露したり， 従来知られていなかった事実が書き

込まれていないか調べてみたが， 残念ながらそのよ

うな書き込みはないようである。 ただ， 1933年6月

9 日付r大阪朝日新聞』の「瀧川元教授がマルキ、ン

ズムとは意外 伊藤学生部長の非公式説明を宮本法

学部長反駁」 という記事の， 法学部長の反駁文に書

き込みがある。 すなわち， 法学部長が瀧川教授の学

説を説明した後， 「有 も 刑法学者と名のっけられる

ほどの人は殆んど右のやうな見地から観察した も の

にすぎない， 要するに文部省の理由とするところは

今学界において認められてゐる学的見地を誹諒する

も のにほなか（マ マ ）らない」 と述べたという箇所

で， 「殆んど ・ － － －要するに」 の部分全体が線で固ま

れ， 「殆んど」 の次に「例外なく」と書き込みがし

てある外， 余白に以下のように書かれている。 「殆

んど例外なく右の様な見地から観察してゐるのであ

って， 学界に於て既に異存のない所である。 要する

に」（これ も ， 全体が線で固まれている）。

瀧川はまた様々な部分に主として赤で傍線と（縦

書きの文章の上に）横線を引いている。 全てを紹介

できないので， 興味深い部分をみてみよう。 1933年

5月13日付 『大阪朝日新聞』 の京大某有力教授談の

「総長が具上せねば免官は 出来ない」 というタイト

ノレとその記事の部分， 5月23日付r東京朝日新聞』

の「総長を無視して処分強行はできぬ 東大法学部

教授 美濃部博士談」 という見出しの部分， 5月26

日付r大阪毎日新聞』硯滴欄の文章中， 分限委員会

の顔触れをみると， 「歯 医者が眼病を診断せんとす

るに似たらずや」の部分などである。

（宮本 盛太郎）
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京大論の構図

京都大学の歴史をふり返 る にあたっては， ジャー

ナリズムなどによる 京都大学への評価の歴史も重要

視されねばならないであろう。 未着手ともいえる こ

の領域を埋めていくための一端として， ここでは昭

和初頭の一文献を紹介してみ る ことにしたい。 タイ

トノレはそのものずばり 『大学評判記』であ る （榛名

譲著， 昭和8年， 日本公論社刊）。 なお， 正確さ

よりもオー ヴ ァ ーな表現などによって， おもしろく

読ませ る ことが主眼となってい る ことは予め留意さ

れたい。

「東京帝大モンタージ ュ 」の章に続いて， 「京都

帝大の勢力網」 のタイトノレで京都大学が論じられて

いく。

「明治日本の各分野を独占した東大学閥の専横に

対する 憤憩は， 期せずして京大の誕生によって， そ

の活躍舞台への門戸開放を発見せしめた。 京大建学

の当初から “東大打つベし” の気塊と熱とが， 横溢

していたのであ る 。 その古豪の王座に肉薄せんとす

る 絶えざる 努力と奮進こそ， 凝ってはここに東大に

対立措抗しうる 京大王国を完成しえたのだい （以下

引用は原文を現代表記にあ らため適宜要約して あ

る 。 ）

こうしたスタンスで各学部の紹介が行われていく

のだが， ここでは医学部と文学部とを見てみ る こと

にしよう。

「学部長戸田正三博士の衛生学に於け る， 辻 寛

治教授の内分泌におけ る ， 松尾 厳教授の胆石病研

究における ， 真下俊一教授の心臓における， 鳥潟隆

三教授の煮沸沈澱における， 清野謙次教授の生体染

戸 間 正 三 博士
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色におけ る ， 岡村秀一教授の子宮癌における， 星野

教授の前庭迷路における ， 等々（あげればまだいく

らもあ る ）の研究は， いづれも独創斬新， 質量共に

他の追随を許さず， 京大医学部をして， 西の大本山

たらしむる に充分だ。 のみならず， 日本の医学をし

て世界一流の水準にまで進出せしめた動力の主要な

一部をなしたものでさえあ る のだ。 」

このように業績の偉大さが紹介された後， 次のよ

うな形で歴史的生成のプロセスが説明されていく。

「当時東大の青山胤通博士に対立して “青山王国

何ものぞ” と高く自負していた外科学界の傑物猪子

止文之助博士が京大医科創立委員長として荒木寅三 ． 
郎博士らと新王国の建設に取りかかり， 東大医科独

占の日本医学界を東西に両断しようと試みた。 その

気暁と熱と努力とは， 着々効を奏して， 早くも創業

十 年にして京大医科は東大医科にとって恐る べき一

大敵国として出現した。 三十 年を閲する 今日では，

完全に天下を両分して， そのーを保っている 実勢力

を築き上げている 。 」

こう した京大論の「構図」が見えてきたように思

われる のだが， では文学部の方はどのように描かれ

てい る であろうか。

「日本の東洋史学界では一代の碩学というにふさ

わしい内藤湖南博士や故桑原隣蔵博士， それに支那

文学が専門であったが歴史にかけても専門家に譲ら

なかった狩野直喜博士等の存在によって， 京大の文

学部が， 久しく斯界の覇を唱えたものであ る が， そ

れらの巨星連が相次いで名誉教授となって現役から

退いても， 西域学に学部長の羽田 亨博士等があっ

羽 田 亨 博士

． 
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て， 光輝ある王座を守っている。

東洋史学と と もに， 哲学もまた， 京大の誇りであ

る。 r善の研究』 で一世の青年をひきつけた西田幾

多郎博士は停年で引退したと はいえ， 高弟田辺 元

博士があって深遠無比な数理哲学を講じ， また山内

得立教授あって新しき現象学を唱導し東大の沈滞に

比して一歩先んじている こ と は否定できない。 その

他考古学の浜田耕作博士（前文学部長）等々の権威

を網羅している こ と は， 何と いう心強さであろう。 」

やはり「東大の沈滞に比して」と いうフレーズが

入ってくる。

こ うして最後の総まと めに入る。

「以上を通観して感じる こ と は， 居眠りしている

． ような京都の風物と は， 似もつかぬ清新活発な異色

ある学風を， 京大が特色と している こ と だ。 東大に

措抗して， そのカ ビ臭い古い学説を こ っぴどく打ち

壊そうと する進撃的な研究熱， それに地理の関係も

あって， 政府の顔色や鼻息を窺わない奔放な生気楼

刺さ， それらは京大をして西日本の覇者たらしめた

が， 同時にまた帝都をはじめ全国の学府を刺 激し

て， わが学界に絶えず清新の気を注入してきた。 今

や大学の没落が高唱されているが， 春風秋雨三十余

年誰が何と いっても京大は関西における学の淵叢た

りし歴史を無視する こ と はできない。 」

． 
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西 田 幾多郎 博士

結局， こ うした知的 ジャーナリズムによる京大評

価は， たえず東大と の対比において語られていると

こ ろにー特色があると いえよう。 しかも東大や「政

府」に対抗する存在と して京大が期待されている こ

と が強くうかがえる。 今日， 一方ではそうした「生

気楼 刺さ」 が失なわれつつ あ るように感じられる

し， 他方では京大論はなお こ うした「構図」によっ

てのみ語られていると いう感 も ある。 京大人を規制

してきた「京大論の構図」の功罪と は何か。 あらた

めて考え直すべき時期にきているかもしれない。

（筒井 清忠）
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戦前の京大 に お け る 博士学位

京都大学が最初 に博 士学位 の 授与に関わったの

は， 京都帝国大学創設後問もない明治32 (1899 ） 年

のことで、あった。 この年， 難波 正以下5名が工学

博士の学位を， また猪子止文之助が医学博士 の学位

を授与されている。 翌 33年の学位授与は理学博士 1

名 の みであったが， 34年には法学博士10 名を筆頭

に， 医学・工学博士各3名， 理学博士2 名， 計18名

の博士が一挙に誕生している。 注 目 すべきは， 以上

の25名のうち24名までが京都帝国大学分科大学の教

授であり， 残る 1 名も後に教授となっていることで

ある。

旧制大学時代のわが国の学位制度の歴史は大正9

(1920 ） 年を境に二つの時期に分けられる。 まず明

治20 年の第1 次学位令を改正した同31年の第2 次学

位令によると， 博士の学位は文部大臣によって下記

の者に授与されることになっていた。 すなわち， 第

1 は， 帝国大学大学院に入り「定規ノ試験Jを経た

者， 第2 は， 論文を提 出して学位を請求し教授会か

ら大学院修了者と同等以上の学力ありと認められた

者， 第3は， 博士会において学位を授けるべき学力

ありと認められた者， 第4は， 帝国大学分科大学教

授で， 当該帝国大学総長の推薦を受けた者， であ

る。

以上のうち京大が関与するのは第1 ， 第2 と第4

の手続きによる学位授与であるが， それらは実際に

どの程度の数に上ったのであろうか。 『京都帝国大

学一覧 ・ 昭和7年』の学位録によると， 明治32年か

ら大正9年までの21年間（以下第1 期と呼ぶ） に京

大が授与に関係した博士学位の総数は313件（年平

均15件） である。 これを分野別に見ると， 医学博士

が191 件 （61% ） と 圧 倒 的 に 多 く ， 以下， 工学

(41 ） ， 法学（34） ， 文学（26） ， 理学（21） の順に

なっている。 次に取得方法の別を見ると， 総長の推

薦によるものが194件， 論文提 出によるものが119件

であり， 後者の中には大学院修了資格によって学位

を取得した者（「課程博士」ともいうべきもの） が

含まれていたが， その数は少なかった。 総長推薦博

士と論文博士の割合は分野によって著し く 異なる。

すなわち， 医学博士では全体の87%までが論文博士

であるのに対して， 理学博士では総長推薦博士と論
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文博士とがほぼ相半ばしており， 工学博士では2 対

1 の割合で推薦博士の方が多 く ， 文学博士では推薦

博士21件に対して論文博士は5件， 法学博士では推

薦博士33件に対して論文博士は 1 件にすぎないので

ある。 この第1 期に京大が関与した学位授与の中で

は， 同時期 の東大と比べても総長推薦博士の比率が

著し く 高い（梶田明宏「学位に関する統計J， 『東京

大学史紀要』第5号， 1986年参照） 。 特に明治期 の

京大では， 医学博士を例外として， 分科大学教授に

対する総長推薦の学位授与が圧倒的な比重を 占めて

いた。 ここで留意してお く べきは， この時期 の京大

教授のすべてが京大で学位を得たわけではないこと ． 
である。 明治 ～大正期 の京大教授の多 く は東大の 出

身であり， 彼らの中には母校に論文を提 出して学位

を取得する者が少な く なかったのである（岩田弘三

「戦前期における学位の性格」， 筑波大学『大学研

究』第9 号， 1992年参照） 。

さて， 上述の学位制度は， 大正9 年の第3次学位

令によって大幅な変更を受けることになる。 すなわ

ち， 従来とか く 批判のあった博士会や総長による推

薦博士制は廃止され， 学位を授与されるためには，

大学院において2年以上研究に従事し論文を提 出し

て教授会の審査に合格するか， 論文を提 出し教授会

によりこれと同等以上の学力ありと認められること

が必要になった。 ここでも博士学位と大学院の連結

が 目 指されているが， 実際に大学院修了資格によっ

て学位を取得した者はこの後も多 く はなかったよう

である。 新しい学位令はまた， 学位の授与権を文部

大臣から， 審査に当たった大学に移すとともに， 学

位を授与された者に対して 6 か月以内に提 出論文を

印刷公表することを義務づけた。

この新制度による博士学位授与はそ の後昭和37

(1962） 年まで行われることになるが， いま大正10

年から昭和16年までの21年間（第2 期） に新制度に

よって行われた博士学位授与数を見ると（昭和27年

干iJ r京都大学学位録』参照） ， 総数2 ,686件（年平均

128件） であり， 第 1 期に比べて8倍以上に激増し

ている。 分野別では， 医学博士が2 , 197件（82%)

と一層比重を増しており， 以下， 理学（214） ， 工学

(147） ， 文学（59 ） ， 農学（29 ） ， 経済学（22） ， 法

． 



． 

． 
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学 (18） の順になっている。 第2 期には， 医学のほ

か理学や工学でも学位取得者の中で学外者が圧倒的

多数を 占めるようになるが， 文 ・法 ・ 経の各分野で

は京大の教官がなお全体の40 ～50 % を 占めていた。

また昭和期に入ると， 第1 期から論文博士の比率が
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高かった医学部や理学部だけでなく， 文学部や経済

学部でも教授就任以前に学位を取得するケースが一

般的になっている。

（服部 春彦）
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京都帝国大学 に お け る 祝日の変遷

京大の創立記念式典は何月何 回 か， と問われた

ら， 京大関係者のほとんどは6月18日， とためらわ

ずに答えるであろう。 しかし， 戦前期においては，

こ の日に式典が聞かれる こ とは必ずしも自明の事実

ではなか っ た。 京都帝国大学における創立記念祝日

の変遷は次のとおりである。

①1898 （明治31） 年6月 ： 6月18日に決定

②190 4 （明治37） 年 9 月 4月 1 日に変更

③1911 （明治44） 年6月 ： 3月 1 日に変更

④1922 （大正11） 年 2 月 ， 6月18日に変更

⑤1925 （大正14） 年5月 ： 5月第3日曜を祝日

に追加

⑤1937 （昭和12） 年5月 ： 5月第3日曜の祝日

を廃止

なぜ， こ のように何度も記念、祝日を変更したのだ

ろうか。 関係史料の調査を行っ てみた。

①の6月18日の根拠は明白である。 京都帝国大学

創立に関する勅令第20 9号が制定された日であっ て，

こ の日に設定するのは自然であろう。 1 つめの疑問

は， ②への変更の理由である。 推測するに， どうや

ら こ れは当時の学期のあり方と関係がありそうであ

る。 当時の大学の学年は 9 月始まりで， 京大では秋

季 （7 月11日 ～ 1 月20 日） 春季 （ 1 月21日 ～ 7 月10

日） の 2 学期制をと っ ていた。 そうすると6月中旬

は学年末の試験期間に当たる こ とになり， 式典ど こ

ろではない， というわけである。 実際， 各分科大学

長 （現在の学部長に相当） より総長宛に「毎年六月

中旬以降ハ卒業試問及 ヒ学科試問ノ多ク有之候時期

ニテ教官学生共ニ心中平時ニ無之・ ・ ・ －大学ノ最祝典

モ真ノ祝意ヲ表スノレニ至ラサノレ憾少ナカ ラス」 とし

て日時の変更を求める上 申 が 出されている。 こ のよ

うな要望もあっ てであろう， 190 4年 9 月の通則改正

で京大が3学期制に変更されるのに合わせて， 春季

休業の直前である4月 1 日に祝日が変更されたので

はないだろうか。
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次の疑問は③への変更の理由であるが， 実はよく

分からない。 3月 1 日という日の根拠は， 当時の大

学を規定していた根本法令である帝国大学令の公布

日である こ とは間違いない （東京帝国大学も3月 1

日を祝日としていたい しかし， なぜ1911年という

時期に変更にな ったかという点は， 残念ながら明確

な史料が見つか っ ていない。 御教示いただければ幸

いである。

一方， ④に変更になっ た理由は明解である。 こ の

前年の1921年から， 大学の学年は現在の形である4

月始まりに改定されており， ち ょ うど②のケースと

同じ状況が再び 出現したのである。 当時の史料に ． 
は， 記念日変更の理由として， 「従来ノ記念日三月

一日ハ本年度 ヨ リ学年末試験時期ニ際スルヲ以テ本

学開設ノ勅令公布ノ日 （六月十 八日） ニ変更セント

ス」とある。

つまり， 記念祝日が何回も変更にな っ た大きな理

由は， その日程が試験とかち合う こ とだ‘ っ たのであ

る。 創立記念の式典とは， 大学がその成り立ちを振

り返り， 自らのアイデンティティーを確立しようと

する場であろう。 したがってその日程の選定は重要

な意味を持たされても不思議はない。 東京帝国大学

では， 1887年から1936年までの期間， 前述のように

東京大学そのものの創立日ではなく帝国大学令公布

日の3月 1 日に式典を行っ ていた。 そ こ には， まさ

に「帝国」の大学としての持持が存在したと考えて

もよいのではなかろうか。 それにくらべて京大の，

ある意味では柔軟な発想は， 両大学の性格のー側面

を表しているようで興味深い。

なお， ⑤および⑥の変更については， 学友会が企

画に加わ っ た園遊会の開催という こ とがその理由で

あ っ て， ① ～④とはやや違 った話になる。 他日を期

したレ、。

（西山 伸）

． 



京大広報

京都帝国大学 に お け る 祝 日 の 変遷 （続）

前項では， 京都帝国大学の記念祝 日 が何回かの変

化を経て， 19 22 （大正11）年に6月18日に決まるま

での経緯を追 っ てみた。 その文章の最後に， 19 25

（大正14）年に5月第3 日曜が祝日に追加されたこ

と， および19 37 （昭和12）年にそれが廃止されたこ

とについての事情は他日を期すと書いたが， 今回は

その宿題を果たしたい。

従来記念祝日では， 講演会や若干の学内展示， そ

して大学関係者等を招いた祝宴などが催されていた

が， やがて学生の側から独自の祝賀会を開催したい

という希望が 出されるようにな っ たらしい。 19 24

． （大正13）年の史料によれば評議会で 「学生ノ記念

祝賀会挙行ノ希望ヲ許可」したとある。 その結果，

この年6月18日， 農学部グラ ウ ン ドで教官， 職員，

学生， 卒業生等の親睦を図るための「大懇親会」が

挙行されたのであ っ た。 当日は， 模擬店が 出て弁当

やおでん， 酒などが振る舞われ， 余興や福引等も行

われるなど園遊会とい っ てよい形式のものだ‘ っ た。

余興とい っ ても本格的なもので， 舞台をしつらえて

尾上松之助による芝居なども披露され好評を博した

ようだ。 学生の側， と書いたが， 大懇親会を主催し

たのは学友会だ っ た。 学友会は学生を正会員， 教職

員を特別会員， 卒業生を会友とする親睦機関で， 運

動系と文化系合わせて十 数部が属していた。 会長は

． 総長で幹事には各学部長が就任していたように， 戦

後の自治会とは異なり官製の色彩の強い組織だつた

が， 代議員や総務委員は学生から選ばれ， 実際の運

営は学生が主体であっ た。

好評だ っ た上記の園遊会は， 翌 年も催される計画

であっ たが， 問題は開催の時期だ、 っ た。 6月18日は

梅雨時であり， 天候が不順で特に模擬店の食べ物の

扱いが危慎された。 学友会の代議員から総長宛に時

期の変更の要求も出されており， そのせいもあっ て

か， 19 25年から1 か月繰り上がっ て5月の第3 日曜

を祝 臼 とすることになっ たのである。 ちなみに6月

18日の創立記念日にはこの年以後も従来どおりの講

演会が行われており， いわば行事の棲み分けが始め

られたのである。 19 25年といえば， 京大では学会や

講演会開催の場としての楽友会 館が完成した年であ
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り， 『京都帝国大学新聞』 の刊行が始まっ たのもこ

の年であっ た。 時代状況としてはまさに大正デモク

ラシーの末期にあたっ ていたが， 学生たちの自主的

な活動は本格的な成長期を迎えていた。

各年度の園遊会の内容をくらべてみると， 最も盛

大だ‘ っ たのは19 31 （昭和6）年だ、 ったようである。

この年には， 日活による時代劇の上演や吉本興業の

漫才， 芸術大学のレ ビ ュ ーなどの催しがあり， 大阪

朝日新聞社機による祝賀飛行なども行われ， 村山龍

平社長からの祝辞も読み上げられた。 写真は， それ

よりも少し前の年度の園遊会の様子だが， 多数の学

生が集まり， 非常に盛り上がっ ていたことがうかが

われる。 このように5月第3 日曜の園遊会は， イ

メー ジとしては創立記念式典よりも現在の学園祭に

近いもので、あっ た。 学生たちの親睦の場として， 園

昭和初期の園遊会

遊会はその地位を確立したようにみえた。

ところが， このような盛大な催しを行えるような

雰囲気はこれ以後大学内でも急速に薄れていく。 翌

19 32年は前年同様に開催されたが， 瀧川事件の年で

ある19 33年からは野外での園遊会は行われなくな

り， 19 35年には催物一切を停止， そして19 37年には

祝日自体が廃止されることになっ たのである。 大学

の祝日は講演会が行われる6月18日に一本化され，

その内容も次第に時局を反映したものに変わ っ て

いった。 ほんの一時期催された園遊会は， 戦前の帝

国大学における学生たちの束の間の「祭り」の空間

だ、っ たのかもしれない。

（西山 伸）



京大広報

敗戦と 京都帝国大学同学会

京都帝国大学同学会は， 1941年8月4日に文部省

訓令で各学校に全校組織の学校報国隊 （団）が組織

されるのに先立つて， 同年4月 1 日に京都帝国大学

学友会を改名改組して作られた。 1942年10 月 1 日改

正の同学会規則によると， 「会員の心身の修練相互

の親睦並に生活の便益を図りて国家的協同精神を酒

養する」ことを目的としていた。 会長は総長， 顧問

は各学部長， 運営の中心となる中央部も理事長 （ 1 

人）・理事 （5人）は教職員で， 中央委員が5人の

学生という， 大学当局の指導色の強い組織で、あった

（以下， 史料は断りのないかぎり， 百年史編集史料

室所蔵の史料）。

敗戦後の10 月から11月にかけて， 同学会は新時代

に適応すベく， 戦時下で文化に飢えていた学生を満

足させようと， 講演会や座談会をたびたび開いた。

10 月 7 日の重森三玲の臨地講演会， 同月12日の羽田

亨総長による「帰学を迎ふるの辞」など， 2 か月間

で計10回開催された。

また， 1945年 9 月26日 付の， 学校報国団を新しい

組織に改組すべしという文部次官の指令にもとづ

き， 10 月 1 日に射撃部・銃剣道部・航空部・海洋部

を廃止， 11月 6 日の文部省体育局長の指令により，

同月13日に柔道部・剣道部・弓道部を廃止した。 同

日， 同学会の運営に関し学生 （正会員）の自主的活

動を強化するため， 組織を改組しようと， 1945・46

年度協議委員 （1945年10 月 ～46年 9 月）候補者の選

挙が行われることになり， 投票日は同月27日となっ

た。 1942年10 月 1 日の同学会規則によると， 協議委

員の数は各学部正会員500 名までにつき3名， それ

以上300 名を増すごとに 1 名を加え， 候補者は協議

委員の数の2倍を互選し， その中から会長が任命す

ることになっていた。 しかし立候補者が定員に満た

ず （表 1 ）， 投票は行われなかった。 所属も厚生部

表 1 1 945 ・ 46年度協議委 員候補者の立候補者数
A昆 合w I 4 即 ｜ 法 医 工 文 理 経 農

定員等 ＼ I 
� 正巳 12 8 12 6 6 8 6 

立 候 補 者 1 6 4 3 1 2 2 1 

（備考） 立候補辞退者は含 ま な い。
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6 ， 音楽部 l ， 無所属12で， 政治色は特に見られな

かった。

ところが， 1946年3月17日には， 京都帝国大学学

生集会所で全京都学生同盟が発足し， 学生最低生活

確保のため， 食事調査・市電定期値下げ運動・遊休

家屋活用による下宿難解決などや， 定期音楽会・時

事問題研究会の設置などを掲げるなど， 敗戦後のイ

ンフレと食料難など貧困な学生生活の実態を背景と

して， 学生の活動も活発化するようになった （『大

学新聞』1945年11月21日， 46年2 月 1 日， 11日， 3

月11日， r学園新聞』1946年4月 1 日）。 このような

学生の政治・社会意識の強まりを反映して， 前述の ． 
手続きで選出された同学会協議委員 （学生）と同学

会理事長・理事 （総長・各学部長）の間で， 同学会

の規則を改正し， 改組するための懇談会が1945年12

月から翌 年の4月にかけて進展した。 こうして，

1946 ・47年度同学会協議委員 （46年10 月 ～47年 9

月）は， 46年10 月23日に学生の投票によって直接選

出されることになった。 今回は立候補者が多く， 文

学部以外は投票によって決定された （表2 ）。 また

立候補者 （うち当選者） の所属が社会科学研究会 6

( 4）， 青年 共 産同盟 4 ( 1 ）， 唯物論研究会2

( 2 ） など， 左派色の強い学生が登場するように

なった。 同学会規則は46年12月4日に改正された。

こうして同学会は総長・各学部長などを中央顧問

として残すものの， 学生から選 出された協議委員

と， その互選により選ばれた中央委員長を中心とす

る， 学生主体の新しい組織となった。 初代の中央委

員長は， 法学部の末本徹夫であった。 末本は1947年

4月の京都市議会選挙に， 有信会・同学会などの友

人の手弁当の支援で当選し， 学生市議会議員となる

（末本談， 『学園新聞』1947年5月11日）。

表 2 1 946 ・ 47年度協議委員候補者の立候補者数

竺 部 ｜ 法 医 工 文 理 経 農
定員等 ＼ I 

定 8 4 5 4 3 5 3 

立 候 補 者 l 1 1  6 7 4 6 1 1  6 

（伊藤 之雄）

． 



京大広報

学長 と 総長 の い ずれが正 し い職名 な の か

明治10 (1877）年4月に発足した東京大学の綜理

は， 19年3月の帝国大学令では総長と改称され， 以後

これが次々に登場する7 帝国大学の伝統となった。

30 年6月開校の京都帝国大学には法・医・文・理工

の4分科大学があり， その長は， たとえば法科大学長

と称したから， これらを統括する総長という職名は

それなりに分かるが， 大正8 (1919）年4月の改革で

学部制が導入され， 学長を学部長と称するように

なってからも， 総長という職名はそのままにされた。

戦後間もない昭和22 (1947）年 9 月の国立総合大学令

および国立総合大学官制により， 京都帝国大学が京

． 都大学へ移行してからも， 総長という呼び名に変わ

りはない。 帝国大学総長会議が国立大学総長会議に

受け継がれたのも， そのことと無関係ではなかろう。

． 

総長という呼称、自体は， 明治33 (1900 ）年創設の帝

室博物館初代総長九鬼隆ーに見られるように， 帝国

大学の専売特許でなく， この他にも， 早大や日大など

のマンモス私大は早くから総長名を採用している

が， 新制国立大学では， 一転して学長が正式名称と

なった。 昭和22年3月の学校教育法や24年 1 月の教

育公務員特例法が， いずれも学長を唯一の職名とし

て採用したからである。 東京大学は， 24年7 月4日の

新大学制実施準備委員会で慣行どおり総長という名

称を用いることを確認しており， 旧 称を保持して一

度も学長と称したことはないようだが， 本学の場合

は， これ以後しばらく学長という職名が使用された。

ただ， その始期は必ずしもはっきりしない。

学長名のもっとも早い使用例は， 24年6月23日 付

の文部省大学学術局長宛の書類であるが， まだ決裁

は総長印で行っている。 この時期の学内達示には学

長名が登場し， 現に7 月14日の評議会議事録には鳥

養学長とあるが， 7 月28日のそれは元通り総長と

なっており， 正式な手続きを経た改称で、はなかった

ようだ。 8月22日 付の書類の決裁が初めて総長名を

二重線で抹消して学長印を使用し， 以後， 2 , 3の例

外を除き， 学長印に統一されているから， おそらくこ

の頃， 総長から学長へ改められたと思われる。

学長から総長への再改称、は， 昭和29 (1954）年6月

8日の評議会決定によるものである。 もっとも， と れ

が直ちに実施されたわけではなく， 7 月6日の評議
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会で， 事務局長より本省との折衝に関する経過報告

があったように， 東京大学の前例に準ずる扱いを認

められるまでにはなお若干の 曲 折を要している。 7

月6日以前はすべて学長名であるが， 7 月20 日の評

議会を瀧川総長名で招集してからは， 本省宛書類も

学長を 1 字抹消して総長に書き替えており， この頃

ようやく総長名の使用が発効したものと思われる。

むろん， 法律上はあくまで学長が正しく， この点はそ

の他の国立大学と同じ扱いである。

ところで， 総長なる名称、が2 転3転した理由は

いったい何だったのだろうか。 総長と学長の2 つを

経験した鳥養利三郎の回想によれば， 学長への一本

化は国立大学を 旧 制 7 帝大系の総長， その他は学長

と差別的に取り扱うことに GHQ が難色を示した

ためであり， 本省内にもこれを支持する議論があっ

たらしい。もう 1 人， 学長から総長になった瀧川幸辰

は， 総長と学長は， プレジデン 卜 と訳す以外に適当な

英語が見当たらず， 止むなく GHQ の「横ヤリ」に屈

したものであり， 学校教育法上の規定は「ごまか L j 

にすぎないというが， 2 重の職名が大学民主化の重

大な障害になると判断されたのは， 想像に難くなレ。

評議会議事録を見るかぎり， 総長への再改称の積

極的理由は大してなく， 先例としてあった東大に右

へならえする以上を 出ないように思われる。 単科大

学とさして変わらない多くの国立大学と区別する，

マンモス大学の長たるにふさわしい職名と言えなく

もないが， おそらく本音は， 学長への移行が外圧によ

るもので本学の選択ではなく， これを旧に復したい

という辺りにあ っ たと思われる。 制度上の形式は学

長であるが， 実質はすべて総長という複雑な方式は

ここから始まったものであり， 現に昭和40 (1965）年

3月， 大学制度委員会が当時の奥 田 東総長へ学長

選考基準の改正について答 申 している。 教官人事を

含む学内の達示などすべて総長名で行われるが， 学

外の公の席では一貫して学長として扱われる， たと

えば文部省辞令で京都大学学長0000という独特

のスタイノレ， というより極めて分かりにくい使い分

けは， 今に至るも変わらない。 それゆえ， 表題に即し

ていえば， 学長， 総長ともに正しい職名ということに

なるだろう。
（海原 徹）



京大広報

創立記念事業の歴史

周知のとおり， 今年創立百周年を迎え る 京都大学

では， 11月2 日の記念式典を中心に様々な行事が準

備されている 。 京大百年の歴史のなかで， 創立記念

をこのように盛大に祝う行事にはどのようなものが

あったのだろうか， 簡単に振り返ってみたい。

創立記念の祝日そのものは， 創立直後の1898（明

治31） 年から存在したことは， すでに述べた（「京

都帝国大学における 祝日の変遷」） 。 そしてその祝日

が何回も変更された事情についてもそこで述べたと

おりである 。 このように創立記念祝日とそれに伴う

式典は早 く から行われていた。 行事の中身として

は， 当初はいわゆる儀式のみであったが， 史料によ

る とおそら く 190 5年ごろから， 年によって違いはあ

る が， 講演会を開催したり， 観覧券を要所に配 付し

て学内開放を行ったりする ようになったらしい。

上述のような毎年の式典とは別に， あ る 特定の年

限を区切って大々的に創立を祝う事業の最初は1922

（大正11 ） 年の創立25周年式典であ る 。 「25」とい

う数字を区切りと見る 考え方はおそら く 西洋式の紀

年の導入とともに採り入れられたものであろう。 京

大でも創立後しばら く する と， 欧米の大学の 「百年

祭」「五百年祭」等に招待される ことが多 く なって

く る が， 自らの大学でも同様の式典を， という思い

が構成員に強 く なったとしても不思議ではない。 ち

なみに東京帝国大学では， 一足先に190 2年に 「大学

創立二十五年紀念式典」が計画されていた（ただし

理由は不明だが， この式典は挙行されなかったらし

い） 。 さて記念行事の中身だが， 久遁宮邦彦王・多

嘉王を招いた式典のほか， 勤続者表彰， 記念講演，

絵はがき配 付， 学内開放・展示， 祝宴， 園遊会など

が6月18日から20 日にかけて行われた。 このうち勤

続者表彰は25周年で初めて実施され今日まで続いて

いる ものであり， 大学主催だ、った園遊会はこの2年

後に学生主催に生まれ変わり， 今日の学園祭の淵源

的な位置を 占めた（「京都帝国大学におけ る 祝日の

変遷（続） 」） ように現在まで続 く 行事がい く つか25

周年で始まっている 。 さらに， 25周年を記念した募

金によって楽友会館が建てられた（写真参照） こと

も忘れてはならない。

次の大きな区切りは1947（昭和22） 年の50 周年
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だ、った。 学内では準備委員会が設置され， そこでは

様々な企画が提案されたようである 。 まず注目され

る のは， 創立記念日の6月18日には名誉教授の懐古

談のみ行い， 大規模な記念祝賀式は10 月下旬（25 ～

31日） に催されたことである 。 これは準備委員会の

議論のなかで， 6月18日は梅雨時であり食べ物の腐

敗が懸念されたこと， 4月5月は入学直後で慌ただ

しいことなどを理由として秋の開催が決定されてい

る 。 70 周年式典や今回の百周年式典もこの時の決定

を踏襲している わけであ る 。 その祝賀行事の中身と

しては， 当該時期の授業を休止した上で， 農学部グ

ラ ウ ン ドでの記念祝賀式に始まり， 学内開放， 講演

会の開催のほか， 映画の上映， 美術や京大の歴史の

展覧会， 模擬法廷， 弁論大会， さらには野球大会や

運動大会なども行われた。 この祝賀行事は開催の規

模でいえば， 25周年式典はもちろん後年の70 周年の

それも上回る ものであった。 そして注目すべきこと

の第2 は， 主催に京都大学とならんで京都大学同学

会の名がプログラムに記されてい ることであった。

学生の主体的参加ということは準備委員会の当初か

ら言われていたことであり， 実際に行われた催しの

半分以上は同学会の主催になっていた。 前述した昭

和初期の園遊会がいっとき復活した形で、あった。

50 周年では， このほか多数の学生を収容でき る 学

生記念会館の建設や大学叢書の刊行なども計画され

たが， 1947年という敗戦直後の諸事困難な時期だっ

たせいか， これらの計画は実現しなかったようであ

る （実際， この前年には食糧事情の悪化のため夏季

休暇が6月17日からに繰り上げられ， 創立記念式典

楽友会館 （1 930年頃）

． 

． 



． 

． 
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が延期されるとい う こともあった）。

そ の次の記念事業は1967 （昭和42） 年の70周年

で， 記念式典 （11月3 ～5日）， 『京都大学七十 年

史』の刊行， 総合体育館の建設， 大学会館の建設，

国際学術交流のための奨学資金の設定が実施された

が， まだそれほど時間のたっていないことでもある

し， こ こ では詳細は述べない。

386 

1 997 . 1 1  号外

創立記念事業にはいろいろな意味 付けが可能だろ

う が， 大学の歴史と未来を考える好機であることは

間違いない。 「100」とい う 初めての大きな区切りを

迎 え るに あ たって京大が自 ら の歴史をど う 考 える

か， 大きな課題だといえよ う 。

（西山 伸）
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京大 に お け る 中 庭

写真1 は京大の本部構内にかつてあった法科大学

の庭園である（1910 年代）。 この庭園が， やがて建

てられた法経の「赤レンガ」の中庭に継承されるこ

とになる。 今では京大で も 数少なくなった中庭の光

景だが， 歴史的に見ると戦前の帝国大学にはよく見

られた も のであり， 京大 も その例外で、はなかった。

戦前の高等教育機関の建物配置にはいくつかの型

があるという（以下の記述は宮本雅明 「日本の大学

キャンパス成立史』九州大学 出版会， 1989年， を参

考にした ）。 代表的な も のは並列型と呼ばれるプラ

ンである。 これは細長い建物を数棟平行に配置した

も ので， それぞれの建物を廊下で結んでいることが

多い。 この型ならば， すべての教室を南面させるこ

とが可能であり， したがって， 当時学校建築上議論

になっていた日照条件を主とした衛生上の観点から

見ても 適切なも のといえた。 図1 の第四高等学校は

その代表であり， 京大の正面に位置していた第三高

等学校（図2 ） も 並列型であった。 この型は， 敷地

面積が比較的小さくてすむ合理性を も ち， 特に大正

期に限られた予算内で地方に急速に増設される旧制

高等学校や専門学校はほとんどが並列型をとり， 建

築その も の も 木造で装飾性を排して画一化していく

ことになる。

他方， も うひとつ中庭型と呼ばれるプラン も あ

る。 これは建築物がロの字や日の字あるいは コ の字

の形をとり， その中央に静的空間である（つまり通

路等を主たる役割とはしない）中庭を配する も ので

ある。 この型は， 並列型とは逆に衛生面や合理性の

点からは必ずしも 適切ではないが， 建物を四囲から

写真1 写真2
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観察することができ， その量感や装飾性を強調する

ことが可能である。 中庭型は， ある程度敷地や予算

に余裕がなければ不可能で、あり， そのためか主に帝

国大学で見られる型である。

京大において も ， 本格的に本部構内の整備が始

まった大正期あたりから戦後の1960 年前後にかけ

て， 重厚な煉瓦造りや コ ンクリート造りの中庭型の

建築が目立ちはじめる。 特に構内中央には， 西から

文学部陳列館（一部現存）， 法経赤 レンガ（現存せ

ず）， 文学部本館（一部現存）， 文学部東館（現存）

と中庭を擁する建築が建ち並んだ（図3は1965年の

本部構内の建物配置図 ）。 これらの中庭は整備され

て木立ちゃ小噴水などが置かれ， 学生たちの憩いの

場となったり， 教室や学会の懇親会など も 聞かれる

など， 閉鎖的ではあるが文字通り「遊び」のスペー

スとして大学生活の重要な要素となっていた（写真

2 は1957年の文学部本館中庭における懇親会の様

子 ）。 確かに中庭型の建築は， 常国大学の権威性を

感じさせる一面も 持つが， 一方では学術研究に不可

欠な「余裕」 も も たらしたのではないか， という気

も する。 大学のような研究教育機関における空間の

重要性は， 形としては表れにくいが， 歴史的にしっ

か りと考えてみる必要がありそうである。

一一「「一一一一一ー

（西山 伸）

． 

． 
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学内 に お け る 記念植樹 に つ い て

大学の構内を注意して歩いていると， 様々な種類

の碑が建てられていることが分かる。 百年史編集史

料室では， 本部・西部・北部・総合人間学部・医学

部・病院・薬学部の各構内を歩き， どこにどのよう

な碑があるか調査を行ってみた（数値は1994年 9 月

時点のもの）。

まず， 総 数及び内訳は表 1 のとおりとなってい

る。 「その他」にはいろいろな碑があって， 有名な

徳富浜水寄贈の木について記した碑（本部） や福井

謙一名誉教授のノーベル賞受賞記念の碑（同）があ

るかと思えば， 皇紀二千六百年祝賀記念植樹（同），

。 実験動物供養之碑（医学部） のようなものもある。

しかし， 群を抜いて数が多いのは， 卒業や退官記念

の植樹について記した碑である。 これらについて若

干の整理を試みたのが表2 ～5である。 古 く て文字

が薄れかけているものや， 植樹を行った主体・年代

などを明記していない碑もかなりあったが， 学部や

教室の事務室に問い合わせたところ， 植樹に関する

資料はないとのことだったので碑に記されている内

容から判断するしかなかった。 今回の調査から， と

りあえず次の二点を述べることは可能であろう。

①卒業記念， 退官記念ともに部局に非常な偏りが

あること。 調査した範囲では文科系の部局において

は植樹は皆無であった。 工学部においても， 植樹さ

れている位置が電気工学・土木工学・建築学の三教． 
表 1 記念碑 の 内訳

卒業記念植樹 50 

退官記念植樹 20 

教室創設記念植樹

そ の他

言十

5 

26 

101 

表2 卒業記念植樹部局別 内 訳

A B c 言十

工 9 12  1 1  32 

農 1 1 2 4 

医 13  。 1 1 4  

言十 23 13 1 4  15  

A 卒業 し た年に櫛樹
B 卒業後一定年数を経て植樹
c 年代不明

室の周囲に集中しており， これらの卒業生によるも

のである可能性が高いが， 碑には明記されていない

ものが多 く ， 断定はできない。

②植樹された年代も集中していること。 卒業記念

についていえば1950年代・60年代に ピークがある

が， その後は減少している。 特に卒業した年に植樹

を行うということは最近ではほとんどな く なってい

る。 逆に退官記念の方は1980年代・90年代になって

急増していることが分かる。

そもそも， 記念植樹という習慣がどれ く らいの歴

史をもつものなのか不勉強のためよ く 知らないのだ

が， 成長してい く 樹木を見ることによって植樹以来

の年月を実感できるところが単なる記念碑とは異な

る点であろう。 また， この習慣が近代の学校現場に

入って く るという事情は， 教育史の対象として考え

てみる価値があるように思われるがどうだろうか。

最後に調査中気づいたことを一つ。 医学部の構内

で， 掘り出されて放置状態にされている碑が二基見

つかった。 このようになってしまうと， もとあった

場所がどこで、あったか確定するのは困難になってし

まう。 周知のように現在学内では盛んに工事が行わ

れているが， 植樹された樹木や石碑も立派な歴史的

遺物であり， その取扱いには慎重な配慮が必要では

なかろうか。

表 3 卒業記念植樹の年代

工 農 医 言十
1910年代 0 (0) 0 (0) 1 (O) 1 

20年代 3 (1 )  1 (O )  0 (0) 4 

30年代 1 (0) 0 (0) 0 (0) 1 

40年代 3 (1)  0 (0) 0 (0) 3 

50年代 0 (0) 0 (0) 8 (0) 8 

60年代 9 (5) 0 (0) 3 (0) 12  

70年代 2 (2) 0 (O) 0 (O) 2 

80年代 3 (3) 1 ( 1 )  1 (0) 5 

90年代 0 (0) 0 (0) 0 (0) 。

（ ） 内 は 卒業後一定年数を経て植樹

表 4 退官記念植樹部局別 内訳

医学部 9 

薬学部 2 

胸部疾患研究所

医療技術短期大学部

不 明

計

5

3

1
一
却

表 5 退官記念植樹の年代

医 薬 胸 短 計

1960年代 1 。 。 。 1 

70年代 1 。 。 。 1 

80年代 4 。 4 3 1 1  

90年代 3 2 1 。 6 
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